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序 文

八千代市内の遺跡は、現在約 100ケ所近くが確認され、内容は、

貝塚・散布地・古墳・城址・塚などで、そのうち、中・近祉の塚が

20ケ所 150基程度も確認され、県内市町村のうち 1番多く分布して

います。これら多くの埋蔵文化財を抱える本市において、近年急激

な開発の波が押し寄せ、その変貌は著しいものがあります。山林は

切り開かれ、台地は削平され赤土を露出し、谷は埋められ、自然景

観は日増しにその様相を変え、忽然と住宅群が立ち並ぶ現状です。

これらにより人口も増加の一途をたどり、児童生徒も増加し、それ

らに伴い、小中学校の校舎不足は深刻化しています。

昭和52年には校舎増築に伴い「桑納前畑遺跡」を発掘調査をして

多くの成果を上げることが出来ました。

今回は、その第 2次調査とも言いべきもので、木造老朽校舎を取

り壊し、そこに鉄筋コンクリート製の校舎を建てる計画の為、その

場所について、発掘調査を実施しました。この調査には、村田一男

先生をはじめ、藤原均氏に調査を依頼し、多くの成果を上げること

が出来ました。

おわりに、この調査に携わられた調査員各位に対し、厚く感謝申

し上げるとともに、その他関係各位に対し、深甚なる謝意を表する

次第です。

昭和 56年 3月

八千代市遺跡調査会

会長 村 田 和 彦



冽 言

1 . 本報告書は、千葉県八千代市桑納176,八千代市立睦小学校の新

校舎建設に先行する発掘調査の報告書であり、以前より睦小学校

北方遺跡として全国遺跡地図、千葉県遺跡j紛ー256として報告され

おり、本来は、同一遺跡であるが、今回は睦小学校遺跡として調

査した。

1 . 発掘調査は、溝口勝美氏が昭和52年 8月 5日より昭和52年 9月

9日まで第 1次調査を行い、今回が第 2次調査で村田一男が行っ

た。

1 . 報告書は、第 1次がミ桑納前畑遺跡ミであり、今回は濯睦小学

校遺跡ミとしたが、本来は同一の遺跡であるっ

1 . 第 2次調査は、昭和53年 9月22日より昭和53年11月 6日で発掘

調査を行い、昭和53年11月 6日より昭和53年12月28日まで整理を

行った。

1 . 第 2次調査は、村田の指導で藤原が発掘を行い、同じく江尻が

整理を行った。

1 . 本報告書は、分担執筆であるため、各分担は、文末にその氏名

を記し、編集は村田と藤原が行った。

1 . 本報告書での遺構実測図は (1/100、1/80、1/60) を原則とし、

遺物は1/2、1/4に統一した。

1 . 発掘にあたり、第 1次と同様調査会を組織して行なったので、

その組織は別項に記載した。

1 . 協力者及び協力団体を記す。

千葉県教育委員会、八千代市教育委員会、財団法人八千代市開発

協会、八千代市立睦小学校、八千代市八千代中学校、日本考古学

研究所、有限会社荒井組、千葉県教育庁文化課鈴木道之助氏の諸

氏に対し誌上であるが深謝する次第である。

1 . 表題は、中村暁岳氏によるっ
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PLzo ............................................. 第 2号溝

遺構（左）

出土遺物（右）

PL21・・・・・・・・・・・・・ …….... …......... ………• 第1号土琺遺構全景

P L22・・・・・ …•• …• •• …• …... …•• …"・・:・・・・・・ 第2号土琺遺構全景

PL23・・・・・・・・・・ …... …• …•• ….... ….......... 第3号土琺遺構全穀

P L24・・・・.. ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ …........ ….. 第 4号土砿遺構全最

PL25・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ …• …………....... 第5号土砿遺構全景

PLz5 ........ …..... …....... …•• • •• •……•• • • 第6号土砿遺構全景

P L27・・・・・・・・・・・・・・ …....... …• • ……•• • •• •…• 第7号土砿遺構全景

PL28………………………………………第 8号土砿 (1) (出土甕南方上方より）

P L29………………………………………第 8号土琺 (2) (出土甕南方正面より）

PL3Q ... , .................. …....... ……....... 第8号土琺出士遺物

P L31・.. -・.. ・・・.. ・・・・・ …...... …...... …....... その他の出土遺物



I 調査の概要

1 調査に至るまでの経過

今回の発掘調査は、八千代市桑納 176番地に所在する八千代市立睦小学校の校舎改築に伴うも

のである。

昨年度、今回の調査地北側の畑地に校舎増築に伴う調査を行い、住居址 2軒、掘立柱建物址 2

棟と土砿 1基が確認された。

この結果から、当然今回の調査地と同一遺跡が続いていると考えられる。これらを県文化課に

連絡し、指示を仰いだ。

その後、遺跡の取扱いについて、県文化課・市教育委員会社会教育課・ 同財務課の三者による

事前協議を行い、現在木造校舎が建つている場所に建替ることなので、記録保存もやむを得ない

との結論に達した。

県文化課の指導により、市教育委員会教育長を会長とする「八千代市遺跡調査会」を下記のと

おり組織し、事務局を社会教育課内に置き、 9月20日より調査を開始して、 11月2日に終了した。

（木原善和）

八千代市遺跡調査会

会 長 市川浩一（教育長）昭和54年3月まで

村田和彦（教育次長）昭和54年4月より

事務局 清水盛人（社会教育課長）・木原善和（社会教育課主事）

発掘調査団

団 長 村田一男（日本考古学協会員・同市文化財審議委員）

調査主任 藤 原 均

調査員 江尻和正•森地生・道沢明

調査補助員伊藤重幸・城前喜英

作業員 吉川志代・白井とき・鈴木登代子・立石とみ・高橋道手・白井和子・鈴木

時子・立石きく・黒沢とよ・中台わか・志尾忠夫・石田勝男・金杉恒男・

滑川博・高木金ー・荒井和子・林しげ子・高根正子・林くに•佐藤いく・

平野隆子・平野初江・泉川千代・岩井ちか・岩井たけ・岩井節子・訪諏た

ま・高橋ふみ江・高橋たけ・高木美代・高木里子・志~尾つね子・岩崎きせ

• 石田久・荒井久子・佐藤とみ・石田隆・荒井俊治・椿静江・飯田さと・

大川ふみ•平野きみ
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2 調査の経過と方法

9月20日（水）晴れ

発掘に先立って、団長村田一男氏と、調査手順及び器材等の打合せを行う。

9月21日（木）曇り

現地に器材を搬入し、物品・借用品目録を作成する。作業員と打合せを行う。

9月22日（金）晴れ

現地の整備を行い、調査域に外固抗を打つ。

9月23日（土）雨のち曇り

作業中止を決定後、発掘調査計画を再考し、確認を行う。

〇 調査方法 I

表土除去・確認調査はグリットにより行うこととし、調査域を覆う北西外の任意の点に原点を

置く、 N-46°-E を行方向 •N-136°-E を列方向とする 5m方眼のグリットを設定し、これを

一つ置きに除去し、遺構状域の確認を行うこととした。なお、確認した遺構状域には発見順に仮遺

構番号を付けることとした。

9月25日（月）晴れ

グリットを設定し、 4・6列グリットより表土除去作業に入る。

9月26日（火）晴れ

昨日に続いて、グリット設定を行い、発掘に取りかかる。

9月27日（水）曇り

グリット設定を終了し、発掘を行う。

9月28日（木）曇りのち晴れ

ほぼ半数のグリットの表土除去を終る。西側のグリットは、旧校舎の構築・廃棄時の攪乱が

下層まで達しており、遺構確認を断念する。

9月29日（金）曇りのち雨

各グリット内から、土師器等の土器片を検出する。遺構状域に仮番号を付ける。

9月30日（士）雨のち曇り

遺物整理を行う。

10月1日（日）晴れ

6・7-Kグリットにおいて、住居址と思われる方形の遺構状域を確認する。

〇 調査方法 I

遺構検出は、住居址で十字、溝状遺構で数本の土層帯を残し、柱穴・土砿ではハーフカットし
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た半面を発掘後土層記録を行い、のち完掘し底面・ 床面出しを行うこととした。遺物は、原位置

に残し下層へ確認を進めた後、記録し取上げることとした。底着・床着のものも同様とした。な

お、検出進行中に遺構用途が明らかにできた順に遺構番号を付けることとした。

10月2日（月）晴れ

昨日確認された方形の遺構状域の検出にかかる。

10月3日（火）晴れ

全グリットの表土除去作業を終える。仮 1・4・5号掘立柱建物址（以後、 Hと記す）、仮

1・2・3号土砿（以後、 Dと記す）の検出にかかる。仮 1号住居址（以後、 Zと記す）、

1・4・5H、 1・2・3Dで土層断面図（以後、断面と記す）を記録する。

〇 調査方法m

今回の調査域は、ローム上面が著しく攪乱を受けており、仮遺構時に掘立柱建物址とできるも

のがなかったため、列群をなし形態が明らかにできるものを掘立柱建物址とすることにし、士層

を個別に実測したものもあるので、遺構平面・同断面実測（以後、平面・断面と記す）について

統一記録した。なお、周辺細部の確認を経ても建物列群とできないものについては柱穴とした。

10月4日（水）晴れ

仮 2H、仮 1・2号溝状遺構（以後、 Mと記す）、仮 3・4・5・6・7号柱穴（以後、 P

と記す）の検出にかかる。仮 2H、4・5・6・7Pで断面図を記録し、 1・2Dの写真撮

影を行う。なお本日、仮 1Zを1号竪穴住居址、仮 1Hを1号掘立柱建物址と決定した。

10月5日（木）雨

遺物及び図面整理を行う。

10月6日（金）雨

遺物及び器材整理を行う。

10月7日（土）晴れ

1 Zで遺物出土位罹平面図、 lHで平面を記録する。

10月8日（日）晴れ

仮 3Hの検出にかかる。仮 2H、仮 1・3M、仮4・5・6・7Pで断面、仮 3Dで平面図

を記録する。 1Z、仮 3Dで写真撮影を行う。なお本日、仮 2・3Hを2・3号掘立柱建物

址と決定した。

10月9日（月）曇り

1 Zで断面図、 3. 仮 4Hで土層図、仮4・5・6Pで平面図を記録する。なお本日、仮 4

・5 Hを4・5号掘立柱建物址と決定した。

10月11日（水）曇り

~3~ 



5Hで土層図を記録する。なお本日、仮lMを1号溝状遺構と決定した。

10月12日（木）晴れ

仮8Dを検出し、出土した甕の平・断面図を記録する。 2Hで写真撮影を行う。

10月13日（金）晴れ

lMで平面図を記録し、写真撮影を行う。 1Zでカマド断面図、仮8Hで断面図を記録する。

なお本日、仮2Mを2号溝状遺構と決定した。

〇 調査方法N

住居址のプラン出しは、床出しを先行した後、壁・壁溝・柱穴を検出して、平面・エレベショ

ンを記録した。その後、カマドは十字切りして覆土・構造を記録し、床・壁・柱穴とともに切断

して基底を確認することとした。

10月14日（土）晴れ

lZでカマド内遺物出土状況平面図、-5-Hで平面図、 lMで遺物出土状況平面図を記録する。

仮3Dを検出し、平・断面図を記録する。なお本日、仮3Mを3号溝状遺構と決定した。

10月15日（日）曇り

lZで平面、 2・3・5Hで断面、 2Mで土層・断面、仮 1・2Pで平・断面、仮4・5・

6·7D で土層を各々記録する。 4H 、 1·2• 3M、仮4Dで写真撮影を行う。なお本日、

仮 1·2•3·4•5·6·7P を 1~7 号柱穴と決定した。

10月16日（月）晴れ

3Hで平面、 5Hで断面を記録する。

10月17日（火）曇り

4Hで平・断面、 lMで断面、 3Mで平・断面を記録し、 3・4Hで写真撮影を行う。なお、

並行して遺物整理を行う。

10月18日（水）晴れ

lMで土層•平面、 2Mで平面、仮6H で土層を記録し、 3·4H で写真撮影を行う。なお

本日、仮 6Hを6号掘立柱建物址と決定した。

10月19日・（木）晴れ

6Hで平面を記録し、 3Hで写真撮影を行う。なお本日、仮3・4・5・6・7Dを3~7

号士鉱と決定した。

10月20日（金）晴れ

6Hで平・断面を記録し、全測図にかかる。

10月21日（土）晴れ

7号堀立柱建物址と決定された列群で士層図を記録し、遺物整理を行う。なお本日、作業員
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引上げを期して打上げ会を催した。

10月23日（月）曇り

7H で断面、 1• 2・4 Dで平面、 5・6・7D で断面を記録し、 1• 2・4・5・6・7 

Dで写真撮影を行う。

10月24日（火）晴れ

5・6・7 Dで平面を記録する。

10月25日（水）曇り

7Hで平面を記録し、プレ確認のためトレンチを入れる。

10月26日（木）晴れ

8 号掘立柱建物址と決定された列群で、土層• 平・断面を記録し、 1号用途不明遺構（以後、

Fと記す）と 8号土壇を決定する。

10月27日（金）晴れ

1・8H、8D、IFで平・断面を記録する。

10月28日（土）曇り時々雨

図面整理を行う。

10月30日（月）晴れ

プレ確認調査及び遺物整理を行う。

10月31日（火）晴れ

9号掘立柱建物址と決定された列群の検出を行う。

11月1日（水）晴れ

9Hで平・断面を記録し、全測図を終了する。

11月2日（木）晴れ

全面的な写真撮影し、器材整備を行う。関係機関に終了報告をし、現地での調査を終える。

11月6日（月）晴れ

器材を返却し、遺物を八千代中学校に移送した後、整理作業に入る。

11月 遺構実測図の整理を行う。

12月 注記・接着を行い、復元可能な個体は土器実測図として完成させる。

1月 出土遺物の写真・拓本をとる。

2月 報告書の執筆・編集を行う。
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補注

〇 尚、今回の報告では、便宜上、図画内の各遺構・トレンチの表現に、竪穴住居址oz・掘立

柱建物址OH・溝状遺構OM・ 土墟OD・ 柱穴OP・ 用途不明遺構OF・トレンチOTの記号

を使用した。また、遺構としての柱穴と遺構内の柱穴との混同をされるため、遺構とした柱穴

はOP(掘立柱建物址のものは、建物址番号を10桁に付けてOOPとし、全体が不明のものは

QOPを欠いた番号から始めた） ・遺構内の柱穴はPOと示すこととした。

〇 尚、今回報告の土層記号は、下記のとおり統一した (22a>12B) 

主な土層（記号）含まれる土層r多く含む
一桁（土層の性格） アルファベット（土質）

記号 ＞少量含む

゜
地 山 Aa 暗褐色土

十両性をもつ 1 耕作・攪乱層 Bb 明褐色土

2 流入覆土層 Cc ローム

＋桁（土層の色調） 3 貼付・打付層 Dd 粘土ないしはその砂

10 黄褐色土層 4 分解土層 Ee 木炭ないしは灰

20 茶褐色土層 5 破壊設備層 Ff 焼土

30 黒褐色土層 6 崩壊設備層

40 赤亀褐色土層 7 設備遺存層 大文字硬質ないしは塊状

50 灰褐色土層 8 焼土・環元層 小文字 軟質ないしは砂状

， 腐食土層

（江尻和正＼

＼伊藤重幸）
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-そご周辺の遺跡 1. 睦小学校北方遺跡、

2. 島田遺跡（土師器） 3. 木戸場遺跡

（土師器） 4. 帰久保遺跡（縄文、土師器）

5. 厳島神社遺跡（土師器）

6. 島田台塚 7. 熊野神社群集塚

第 1図 八千代市の位置及び周辺地形図

7
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第2図 第1次調査と第2次調査との関係図
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1[ 遺跡の概観

1 地理的環境境

本遺跡は、八千代市桑納 176番地に所在し、京成大和田駅より北に約 5kmの所に位置する。こ

の遺跡は、下総台地と呼ばれる標高約22mの台地に立地し東側に南北方向に流れる新川と北側に

東西方向に流れる神崎川を望む、また新川は、印膳沼と合流する。それぞれの川は、多くの支流

を持ち、その支流の水系 (riversystem)は、樹枝状を呈し、台地を浸食して樹枝状の開析谷を

形成している。本遺跡が立地している台地も、そうした開析谷によって形成された台地の一つで

あり、遺跡は、台地の未端に位置するものである。下総台地は、主に更新世に形成された海成の

成田層群（砂層、シルト層によって構成される）と、その上位の関東ローム層からできている。

この台地は、一般に下総上位面、下総下位面よりなり本遺跡を乗せる台地は、下総上位面に当る

ものである。また本遺跡の北東方向に所在し新川と合流する印脂沼は、手賀沼と同様、完新世に

は、海に通じていた深い入江のようなものであった（奥鬼怒湾）が、その後いまの下総台地が、

気候変動による海退、あるいは、地殻変動によって隆起しまた、川の運ぶ土砂が堆積してとり残

されて沼となったものである。沼の周辺には、ガマ、マコモ、ガガプタ、ヒシ、 トチカガミ、サ

サバモ、クロモなど約50種の水草が生育し水性植物群落の生育地として有名である。沼周辺の台

地や、遺跡が立地する台地では、マツ林、ヒノキ林、スギ林と言った植林とユナラ、クヌギ林と

言った雑木林があり低地ではオオマッョイグサと、言った帰化植物が群落をなしている。土地利

用としては、台地は、畑作地、住宅地として利用され、新川、神崎川沿いの低地は水田耕作地と

して利用されている。また印庸沼の水は、飲料水、かんがい用水、京葉工業地帯の工業用水とし

て利用されている。以上本遺跡周辺の自然環境を述べたが、過去において昔の人々は、この下総

台地に住み、新川、神崎川、あるいは奥鬼怒湾の資源を利用して生活していたことが推測される。

参考文献

•千葉県の自然 (1977)

●桑納前畑遺跡 (1978)

●地学のガイド (1976)

千葉県自然研究会

睦小学校北方遺跡調査会

前田四郎
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2 歴史的環境

本遺跡は「睦小学校北方遺跡」として「全国遺跡地図ー12、千葉県」（文化庁文化財保護部編集）

では 6-257と記載され、「八千代市の歴史」の巻末の文化財分布図には、市の遺跡番号40が与えら

れている。

遺跡の範囲は、文字通りに睦小学校の北方台地の一帯に広がっている。この遺跡がはじめて発

掘調査がなされたのは、 1977年夏のことで、遺跡の範囲が広いので小字名をとって「桑納前畑」

と名づけている。この調査区域の東隣が今回の調査対象であり、遺構がどのように関連してくる

かが最大の関心事である。

今回の調査区域の周辺遺跡の状態は前述の報告書にもあるのでここでは省き、当市城を考古学

的にながめてみたい。ところで当市域のほとんどが遺跡だらけで、前述の分布図では86カ所があ

げられ、その後追加されて約90に達している。時期は先土器時代から江戸時代までに及び内容は

多種多様であるからそれをまとめあげることは遺跡の全容を把握し得ていないので不可能である。

そこで1978年度までに発掘調査がなされた遺跡を図示（第 3図）し、内容は詳細を記載し得ない

のでごく概略を記して目安とした。それが次の表である。

先土器時代では、村上遺跡 (P) から、ナイフ形石器・ 有舌尖頭器・スクレーパーなどが、お

おびた遺跡 (M) からは有舌尖頭器が、新川の西側では茸田権現後遺跡 (F) からナイフ形石器な

などが出土している。

縄文時代の遺跡は多いが、本遺跡から北々東 2kmの佐山貝塚 (A) は本市における唯一の学術

調査がなされたところで、主淡系の環状貝塚で保存状態はきわめて良好であった。

弥生時代の土器を出土した遺跡は、桑橋新田(E)・萱田権現後(F)・萱田北海道(G)・神野芝

山古墳群(J). おおびた(M)・名主山(O)・村上(P)・萱田町(V)の8カ所にわたり、このうち

おおびたは北関東系土器の存在を市域で最初に確認した遺跡である。これらのほとんどは北関東

系と南関東系の土器が混合していて、いわゆる「印膳・ 手賀沼系式土器文化圏」にすぺて入る。
（注 I)

桑橋新田 (E) は市域で最初に方形周溝墓が発見されたところで、その土城内から出土した鉄

剣は希少できわめて注目に値する。

古墳時代の住居址では、五領期の代表はおおびた (M)であり、住居の大きさと祭祀や統治形

態の様相は価値が高い。い工房址では萱田権現後 (F) が代表でい::r:れ好報がもたらされるはずで

ある。

埴輪を伴った古墳は桑納古墳 (D)で、本遺跡から南へわずか 500mの台地南端であった。人

物と円筒埴輪や器材埴輪をもっていた。これより古い古墳は神野芝山 4号墳 (J) で、大きな方

墳で石枕をもっていた。終末期の古墳は村上 1号古墳 (P)や神野芝山 2号墳 (J) である。
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尚、桑橋新田 (E.)のすぐ西側には径約15m、高さ 2mの円墳が存在するので、桑納古墳と合

わせ考えると、今回の本遺跡の南側には、弥生時代から古墳時代へと首長勢力が継承されていっ

たかのような感がする。

古墳時代末期・奈良•平安時代の遺物散布地は多く、大規模に出土しているのは村上遺跡(P)

である。 155軒の竪穴住居址と24軒の掘立柱建物址は村上1号古墳に隣接し、各時期の構成は判明

してはいない。が大集落の存在を物語っている。特に後述の「村神郷」の所在を比定できる遺跡

である。当遺跡は多数の墨書土器が出土した。その他では萱田権現後 (F)と今回の調査区域から

も墨書土器が出土している。

本遺跡の掘立建物址と類似の遺構は、村上遺跡(P)・名主山 (0)である。しかしいずれも高床

式の倉庫であるか、住居であるかは不明である。 「山田水呑遺跡」では、検出された竪穴住居址

143軒と掘立柱建物52棟が5群にわかれること、各群が占有の園宅地をもつことが明らかにされ

郷戸・房戸の問題解明を前進させている。このことは当市域にとっても奈良• 平安時代を究明す
（注2)

る重要な課題であり、本遺跡の遺跡としての使命と重要性は古代社会解明にあるといえる。

八千代市城の地名で最初に見られるのは、「倭名抄」にある「村神郷」である。これは本遺跡よ
むらかみ

り東側の新川の東南にある「村上」(0• P・R) に比定され、村神は群神と同義語で、村上にあ
しちひやくよしよ

る七百余所神社は群神であると村名考証がなされている。（注3)

鎌倉時代になると「香取文書」に萱田郷と吉橋郷が見える。香取神宮の遷宮を分担したもので

13世紀半ばから14世紀半ばの南北朝時代にわたっている。吉橋は本遺跡の南側の桑納川をはさん

だ西南側である。桑納地区が吉橋郷に含まれていたかどうかは不明であるが当時は水系ごとの支

配領域と考えると、何らかの形で遷宮に関係していたと思われる。

「千葉郡誌」に「宮山の屋敷跡」と題して次のようにある。本遺跡に直接関係しているので全

文を引用する。

「桑納丸畑は鴻巣前畑等と連続して桑橋宮山と隣す。天正年間以前に於ては両区民ここに居住

せしなるべし現に宮山間には屋敷跡頗る多く丸畑附近に長者屋敷又は屋敷跡山と称する屋敷跡を

遺せる山林あり加之両区の氏神は宮山（桑橋）丸畑（桑納）に現存せり。即ち初め両区は一所に

ありてより天正年間に至り双方の低地に下りて今に及べりとす。睦小学校現職員室地下に貝塚あ

りといふ。是れ学校新築の折地均のため地下数尺を掘り下げしとき発見せしものなりと云ふJ

本遺跡の小字は前畑で、北からほぼ南へかけて鴻ノ巣・丸畑• 前畑• 宮山と続いている。前述

の丸畑の氏神とは妙見社であり、この付近に長者屋敷があって、六つもの・蔵を持ち、東からここ
むくら

に至る道を「六蔵街道」とよばれたという長者伝説がある。本遺跡の掘立建物址が出土したこと

と遠い関連があるように思われる。

また職員室地下に貝塚ありという部分は、増改築をくり返した校舎なので、今となってはどの
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位置か不明であり、今回の調査区域には見当らない。

この伝説は直接に本遺跡を規定するものではないが、中世における谷津田の開田を甚盤とした

在地頷主の発達と遺跡存在の可能性を示唆しているといえよう。

また前述の吉橋郷には尾崎に吉橋城 (T) があり新川の東側、本遺跡から東南 2kmの地点には

米本城 (S) が所在する。

中世信仰資料としての板碑が22カ所に所在し、本遺跡の東南 300mの地点の墓地には題目板碑

（年号不詳） 1基があり、守護の千葉胤貞が1331 (元徳 3) 年に、北方の島田・真木野• 平戸な

どの村を中山法華経寺に寄進したので、この地域は日蓮宗の教線下にあった事のなごりである。

（村田一男）

注 1 千葉県文化財センター 『研究紀要 3』弥生時代 1978年 斉木勝・深沢克友

注 2 日本道路公団 『山田水呑遺跡』 1977年 山田遺跡調査会

注 3 郁岡良弼著 『日本地理志料』
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第 1表 八千代市埋蔵文化財発掘調査一覧表

所在 遺跡名（遺跡版） 調査年 調 査 内 容 報告書・（）は調査原因

A 佐山貝塚 1 9 7 4 縄文時代（後期）主淡系、環状貝塚 1977年
(26) I 住居址・野外焼土 「佐山貝塚と文化財」

1 9 7 5 甕・壺．鉢（加曽利BI~TI式• 安 八千代市文化財調査報告会資料 .. 

行I式） （学術調査）
ヤマトシジミを中心とした自然遺物

骨角器・石製品・土偶片

B 平戸台古墳 1 9 7 1 方墳 (1辺32m) 1971年
(24) 箱式石棺 「史学報」第2号

人骨 2体、骨片15点 千葉県立八千代高校史学会

（土取工事）

C 睦小学校北方 1 9 7 7 奈良平安時代（国分～真間期）住居址 1978年
（桑納前畑） 溝2状軒遺．掘立柱建物址 2軒 「千葉県八千方代遺跡市桑調納査会前畑遺跡」

(40) 構 5址、土砿1叫店 睦小学校北
縄文土器片、土師器甕.;I不・石器片 （小学校）
銅銭

D 桑納古墳 1 9 7 2 1号古墳、円墳、径35m・ 高2.5m 1979年
(38) I 直刀片 2振、剣片 1振、鉄鏃約50点 「八千代市の歴史」

1 9 7 3 装飾金具片 4点 第 2章古代

八千代市
2号古墳、前方後円墳、全長34m （土取工事）
後円部復元径31m・ 高2m
前方部に人物を、馬の埴輪を立て、
後円部にはぐるりと円筒埴輪があっ

t~· o 

. 

E 桑橋新田 1 9 7 6 弥生時代後期、住居址 3軒・方形周溝 桑橋遺跡発掘調査団で整理中
(43) 墓 3基 （土取工事）

弥生式土器、壷・甕・ヒスイ勾玉・
ガラス玉・鉄剣片 2振・祭祀用土器

F 菅 地 ム口 1 9 7 7 先土器時代遺物、ナイフ形石器 1978年
（萱田権現後） I 弥生時代、住居址1暉f・ 土砿 1基・方 「萱田の文化財見学のしおり」

(62) 1 9 7 8 形周溝墓2基 第 5回八千代市文化財調査報告会
古墳時代、住居址11軒、工房址（和泉 （区画整理事業）

期） 4軒

奈良平安時代、住居址58軒、高床式建
物址 9軒・土砿 1基

各期を通じて遺物多数、壺・甕・装飾
品・墨書土器

G 萱 田 1 9 7 8 住居址 （鬼高～国分、期北）関約東8系0軒と南 調査中
（萱田北海道） I 弥生式土器（後期 関東 （区画整理事業）

(83) 系）

H 高 津 II 1 9 7 8 縄文土器片 1979年
（梅屋敷） 不整楕円形ピット 「八千代市梅屋敷遺跡」
(67) 日本住宅公団（宅造）

I 高 津 m 1 9 7 0 平安時代（国分期）住居址 2軒 1970年
(68) 坪・支脚 「千葉県八千代市高津遺跡確認調査概

品． 津 V 報」
(70) 立正大学博物館学講座研究小報 4

（高津団地）
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所在 遺跡名（遺跡肱） 調査年 調 旦． 内 容 報告書・（）は調査原因

J 神野芝山古墳 1 9 7 2 2号墳円墳 1基、箱式石棺 1972年

群 人骨10体の追葬・棗玉13個・ 勾玉12 「史学報」第 3号

(60) 個・管玉・丸玉各 1個・鉄鏃・刀子 千葉県立八千代高校史学会

墳丘下より弥生時代後期（長岡期） （畑地耕作）

住居址出土すでに消滅した 4号墳よ

り石枕出土

K 保品栗谷古墳 1 9 5 1 円墳 1基 1968年
(20) 箱式石棺・直刀 3振・刀子 3振・鉄 古代11号

鏃・ガラス玉 4個・棗玉 7個・勾 「千葉県印脂郡阿蘇村栗谷古墳」

玉 1個・寛永通宝 2枚・人骨片 早稲田大学古学会

（開墾）

L 保品大江間 1 9 5 1 縄文時代刹舟・材質はカヤ 1951年
縄文土器（安行式等伴出） 古代 3号

「印脂沼出土の例舟」

早稲田大学考古学会

（水路開さく工事）

M おおびた 1 9 7 3 先土器時代遺物、有舌尖頭器

(18) 弥生時代後期（長岡期）住居址 1軒 1975年
古墳時代前期（五領期）住居址 5軒 「おおびた遺跡」

古墳時代中期（和泉期）住居址 1軒 八千代市教育委員会

古墳時代前期（五領期？）高床式建築 （少年自然の家）

址 1軒
野外焼土 1基

堆・壺・妻高坪・器台・祭祀用土

器・剣形石製品

N 宮内北部 1 9 7 8 用途不明竪穴遺構 2基 1978年

（村上新山） 土器片・石器片 「千葉県八千代市村上新山遺跡発掘報

(12) • 牛ロ奪こ」

村上新山遺跡発掘調査団

（高等学校）

゜
上高野西部 1 9 7 1 弥生時代後期（久ケ原期）住居址 1軒 1972年

（名主山） 平安時代（国分期） 倉庫址 4軒 「名主山遺跡」

(9) 平安時代（国分期） 掘立小屋址 2軒 八千代市教育委員会

壺・甕．杯・刀子・墨書土器 （村上団地）

p 込の内北部・ 1 9 7 3 先土器時代遺物、ポイント 5点・剥片 1974年

南部 4点 「八千代市村上遺跡群」

（村上遺跡群） 弥生時代後期（久ケ原～弥生町期） 日本住宅公団

(5-6) 住居址14軒 （村上団地）

古墳時代末期～平安時代竪穴住居址

（真間～国分期） 155軒
掘立建物址24軒

性格不明の竪穴遺構10基その他13甚
村上第 1号古墳
各期を通じて遺物多数壺甕鉢杯•装飾品•墨書土器

Q 上高野原古墳 1 9 7 4 供養塚（方形） 1基 1974年

（村上供養塚） 常滑壺 2個・小皿10個・銅銭293枚＇ 「千葉県八千代市村上供養塚発掘調査

査報告書」

八千代市教育委員会

（都市計画道路）

（村上第 2塚 1 9 7 3 8基の塚群 報告書はPに同じ

群） 銅銭223枚・小皿10枚・珠子玉 6 （宅地造成）
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所在 遺跡名（遺跡lo.) 調査年 調 木旦 内 容 報告書・（）は調査原因

R （村上第 1塚 1 9 7 3 15基の塚群器片中調査対象は 9基 報（告宅書はPに同じ

群）
縄文土 ・土師器片 地造成）

（村上所在塚） 1 9 7 2 塚（方形、 1辺18m)第 1塚群の中心 1972年
銅銭（中国） 6枚 「八千代市村上所在古墳調査概報」

千葉県教育委員会

（村上古墳） l 9 7 5 前方後円墳 1基 1979年
円墳 1基 「八千代市村上古墳群」

勾王・ガラス玉 八千代市都市部

（都市計画道路）

s 米本城址 i 1974-
戦国時代 1976年

T 吉橋城址 遺構測量調査 「八千代市中世館城址調益報告」
u 高津館城

） 1975 
八千代市教育委員会
（学術調査）

V 萱 田 町 1 9 7 9 弥生時代住居址 調査中

（都市計画道路）

（村田作成）

3 遺跡の現状

睦小学校北方遺跡（今回は睦小学校遺跡）の現状について述べるが、現在は睦小学校校地内・

畑地・林などとなっている。現在地に睦小学校が建設される以前はどうであったか、といえば正

確な所は不明であるとしかいえず、推定するならば今回の調査で検出された近世の肥料貯蔵用の

大甕が検出されたため、畑地となっていたことと考えられる。また、周囲の台地上平担部は現在

その多くが林と畑地となっている。畑地になる以前は、小学校東方の畑地に地点貝塚、土師器な

どの散布が認められるため、集落・建物群などがあったことが推定される。

（藤原 均）
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皿遺構と遺物

1 はじめに

睦小学校遺跡を調査した結果、第 4図、第2・3表に示したような結果が得られた。以下にその概

要を述べるが、仔細は別項で述べる。睦小学校遺跡を調査した結果、合計29遺構が確認された。

その内容は、 9棟の掘立建物址、 1基の住居址、 3本の溝、 8基の土琺、 7本の pit状遺構、 1

基の不明遺構、の計29遺構である。これらの配置は、以下に述べるが総体的に見るならば北西方

向から東南方向にかけて集中しており、西方では第 7号建物址が 1棟確認されたのみである。

住居址は、調査区の南端部において確認された。この住居址から、 2本の柱穴が住居址北東壁

の部分から確認された。これは、住居址の北西方向にある第 8号掘立建物址の柱穴であり住居址

と重複している。また、住居址はその北東コーナ一部にある第 8号土砿とも重複している。この

第 8号土砿の東方向には 2本の pit状遺構がある。さらに、住居址の南西方向にも 2本の柱穴が

確認されたが、残りは確認出来なかった。この柱穴は、掘立建物址の柱穴と考えられ、残りの柱

穴は調査区域外（体育館側）に存在することと考えられる。

第 8号建物址の北方向には、第 4号掘立建物址があり、第 1号溝とその一部が童複している。

また、第 8号掘立建物址の東南方向には第 1号土砿と第 2号土琺が確認された。第 1号溝は、調

査区の南西方向より第 4号掘立建物址と重複しながら北東方向に伸びている。また、この第 1号

溝は北西方向から南西方向に伸びる第 2号溝とも重複しており、第 1号溝と第 2号溝との重複部

第 2表遺構一覧表 (1)

遺構
ノゞ

柱間 桁間 Im,I 洞*、 ,1T-1m1 
夕

遺 構 名 I 主 軸 形状 柱数

番号 ン 桁行 梁行 東面 西面 北面 南面

2 第 1号掘立建物址 A N-27"-W 方形 2 (2) 4.00 (8) 
B 

3 第 2号掘立建物址 A N-41°-W 方形 2 2 4.02 4.04. 4.15 4.17 (8) 
B 

4 第 3号掘立建物址 N-30°-W 方形 2 2 3.96 3.93 3.92 3.90 (8) 

5 第 4号掘立建物址 N-31°-W 長方形 2 3 4. 11 4.11 5.04 5.00 10 

6 第 5号掘立建物址、 N-37°-W 長方形 2 4 4.03 4.03 4.50 4.52 10 

7 第 6号掘立建物址 N-35°-W 方形 2 2 4.46 4.47 5.23 5.24 8 

8 第 7号掘立建物址 N-42°-W 長方形 4 2 5.27 5.27 3.84 3.86 10 

， 第 8号掘立建物址 N-35°-W 方形 2 2 3.90 3.90 4.50 4.50 8 

10 第 9号掘立建物址 N-32'-W （方形） 3.65 (8) 
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には第 4号土蛎が存在している。

第 2号溝は、 3基の土砿（第 5号土坑、第 6号土砿、第 7号土堀）と、 2棟の掘立建物址（第 1

号掘立建物址、第 3号掘立建物址）と各々重複している。第 1号掘立建物址は、第 6号土砿及第

7号土砿と重複しながら北東方向に柱列が伸びている。第 5号土琺、第 6号土砿、第 7号土琺、

の三土砿は各々接しており、第 3号掘立建物址はその内に用途不明遺構を含みながら、第 1号掘

立建物址と同様柱列は北東に伸びている。第 1号掘立建物址の西方向には、第 6号掘立建物址が

ありこの南方向で第 3号掘立建物址の東南方向には第5号掘立建物址が位置している。また、第

2号掘立建物址の東南方向には、第 5号掘立建物址が第 3号溝と重複して確認された。この第 5

国
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第4図遺構全測図
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号掘立建物址の西方向には、 3本のpit状遺溝と第 7号掘立建物址が確認された。

遺物は、遺跡覆土（表土）より全面に出土したが、これら多量の遺物は全て攪乱中のもので

あり、本調査域に伴なうものとはできない。また、遺構覆土中の遺物においても、遺構に確実に

伴なうものは、 1号竪穴住居址出土の42点にすぎず、報告するものの多くは、遺跡・遺構に近時

すると思われるものである。

遺物は、縄文時代のものと歴史時代の所産の 2種に分け得るようで、遺構．で明らかにできた歴

史時代のものは、晩期末の一種類に限られるようで、朱彩するものが一例も見られないのに対し、

内黒土師器は多出する状況が顕著であり、歴史期の本跡を反映しているようである。 （藤原）

第 3表遺構一覧表 (2)

遺構 大き さ
¥(m) 

遺 構 名 主 軸 形 状 カマド 柱数

番号 東西 北南 深さ

1 1号住居址 N-31°-W 方 形 3.91 3.85 0.45 北壁中央 4 

11 第 1 号溝 南西ー北東 巾0.95 0.60 11 

12 第 2 号溝 南東ー北西 （巾0.65) 0.60 ， 
13 第 3 号溝 北東ー南西 （巾2.45) 長7.00 0.36 

14 第 1号土砿 N-15°W 隅丸方形 1.87 2.00 0.45 

15 第 2号土坑 N-23°-W 隅丸長方形 2.75 2.00 1.04 

16 第 3号土坑 N-50'-W 楕円形 2.60 3.12 0.40 

17 第 4号土砿 N-30°-W 隅丸長方形 2.34 3.55 0.68 

18 第 5号土砿 N-42°-W 隅丸長方形 3.45 1.77 1.05 

19 第 6号土砿 N-42°-W 隅丸長方形 3.55 2.82 1.15 

20 第 7号土砿 N-38°-W 隅丸長方形 0.52 3.25 1.15 

21 第 8号土砿 N-31°-W 楕 円 形 1.32 1.66 1.65 

A 1号柱穴状遺構 N-34°-W 円 形 0.12 0.11 0.72 
22' 

B 2号柱穴状遺構 N-40°-W 方 形 0.14 0.14 0.33 

23 3号柱穴状遺構 N-43°-W 不整円形 0.12 0.11 0.33 

A 4号柱穴状遺構 N-48°-W 方 形 0.11 0.12 0.39 
24 

B 5号柱穴状遺構 N-49°-E 方 形 0.12 0.12 0.25 

A 6号柱穴状遺構 N-37°-E 
25 

B 7号柱穴状遺構 N-4°-W 

26 不 明 N-59°-E 長方形 3.05 1.47 0.40 
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2 第 1号竪穴住居址

本址は、遺跡内南東の 7Kグリットを中心として検出された、 4主柱穴とカマドを伴なう竪穴

住居址であり、竪穴底部で、 N―26°-w方向を長軸とする、 378cmX 373cmの隅丸方形を呈し、約

20cmで巡る壁溝内面の床で18.4面を計かる。尚、北西コーナー・カマド東で第 8号掘立柱建物址

の85・84柱穴(85P・84P)に・北東コーナーを第 8号土横 (8D) に、それぞれ床下に及ぶカッ

トを受けており、周辺 lm内で第 1・2号柱穴が近接する関係にある。

竪穴は、南・西側を旧校舎廃棄時の炭化物混入域・北で同校舎基礎部のローム・漆喰による攪

乱城中のほぼ方形の暗褐色土部分として認めたが、北辺で前記した黒褐色土域の第 8号掘立柱建

物地域 2・ローム塊混入域の第 8号土墟域 1は当初より認められ、上層がローム多入の層である

暗褐色土 2層の下に、焼土・粘土砂粒を含む黄褐色土最下層の均ー的堆積で見られる覆土とは別

層をなす域として見られた。尚、遺物出土は、同域よりも見られたが、ごの点は、遺物の項で記

す。

遺構は、攪乱面より垂直に近い状態で落ち込む壁で、深度50cm程を計かる堅固な壁状を呈し、

下位 5cmからはハードロームが露呈している。壁下には、幅10~20cm、深度10cm弱のU字断面の

壁溝が、約20cm強のローム塊少入の黒褐色土で見られる貼床層中位の深さでカマド下面を除いて

全周している。炭化物・粘土粒子の密着が見られる床は、ほぼ扁平な面で見られ、焼土密着はな

く、炭化物などもカマド粘土と同様に移動したと思われることから、火災などの可能性は少ない。

ピットは、遺構域を除いても 6ケ所を得たが、 このうち、 P1は84Pと第 8号土琺にカットさ

れ、 p4も上部で変形した状態で検出されたが、本来はP2•Pa と同様に、径35cm強・深度50cm 強の

柱穴とできるようであり、規模・位置ともに主柱穴とできるものである。尚、 P2•Paは、貼り床

面が迫り出すフラスコ状を呈しており、掘り方一柱一貼り床という構築が類推できる。尚、住居

址外周には、第 1・2号柱穴 (1P・2 P) が検出できたが、他に柱穴を伴なっていないため本

址との関係は不明である。

カマ ド

カマドは北壁中央に設けられており、上部・右袖を流入土 ・84Pにより破壊されて欠如した

不良な状態で検出されたが、 N-23°-W方向を主軸とする、壁着幅97cm・ 壁掘込み38cm・ 床張出

し101cmの規模と、左右袖から白色粘土が使用されたことが知られる。

カマドは廃棄後、北よりの流入土により 17・35で見られる 1次的破壊を受けたようで、現出土

の38・40が層序的に続くことからこの面まで欠失したようである。その後、84Pの構築により右袖

とその下位を失なっているが、その後も、 4; 16・26・29が84P内に移動する北西よりの流入土

- 20 -
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第 5図 第 1号竪穴住居址実測図
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も受けたようである。

現状からは、焚口は不明であるが、 60cmX46cmの楕円部分で約 5cm掘り込だ火床部が知られ、

その端より段を経て続く後室部も含めた上層が燃焼部であったようで、わずかに、移動した土器

片分布から天井部と思われるその痕跡が (22a<ssD)残在している。右袖は一部を除いて欠失

しているが、幅20cm・ 高さ 5cm・ 長さ20cmの部分を検出し、左袖は、幅30cm・ 高さ10cm・ 長さ56

cmが遺在していたが、いずれにも、貼り床面・芯部ともに加工した部分は認められず、直かに構

築されたようである。煙道部は、現状では、緩く壁内を掘り込んだ部分で上昇しているが、攪乱

土に覆われておりその継続は不明である。
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第6図 第 1号竪穴住居址カマド実測図
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遺物

第 1号竪穴住居址の遺物としたものは覆土上面の縄文片と相出した土師片より、後築遺構であ

る。第 8号掘立柱建物址84P・ 第8号土檀覆土内出土の土師片までを含んでいるが、これらは、

いずれも古墳時代晩期末に属する遺物で、住居址廃絶後の諸条件により多様な遺存状況を示めす

が本址に伴なったものといえよう。

後築遺構内出土の遺物は、他よりの流入も考えられるものであるが、 84Pのものは、柱穴構築

以前と思われるカマド崩壊に関する 1・6・17・33と同位の流入遺物5・29とは別に、カマド北

東より、 4・16・26などが流入する中位の関係をも有している。 4・16・26が本址の遺物で再流

入したことは付近に遺物分布が見られないことから明らかである。また、第 8号土砿の、 15・19

・20は、土砿最下覆土である、カマド核の砂および焼土にロームを混しえた土層中より出土した

もので、本址に伴なうものと考えられる。

遺物の取上げは、一部で同一種類を一括番号で取上げたため件数で示めすこととなるが、覆土

中50件・ 床着20件・カマド内17件 ・84P内8件・第8号土横内 3件の、●印96件で記録したが、

このうち、報告したものは、土和15・ 付高台坪 1・長頸壺4・甕12の土師器・坪 2. 長頸壺 1・甕

3・不明の蓋2の須恵器・緑釉および鉄片各 1件の42件であるが、完形品とできるのは、 1:1:和以

外には出土しておらず、復元完形のものも、坪に 3・4点を数える程度であった。

小結

今回の調査では、竪穴住居址としては 1基を検出したのみであるが、前回の「桑納前畑遺跡」

では、 2基が検出されているので、ここに、若干まとめておく。

3址は、主軸方向では各々別としており、その細部では異なる点も多いが、ともに、約3.5m 

程度の小型のプランを呈し、北壁中央に小型のカマドを設け、主柱穴と壁溝を有する構築法をと

り、貯蔵穴をもたないなどの共通項が見られる竪穴住居址である。また、いずれも、長胴の土師

器甕を伴なうことと、前回第 2号住居址と本址には、ロクロ整形を残す晩期末の坪が出土してお

り、時代的にも共通した時期の産とできるようである。

尚、 3址は、掘立柱建物址の時代ともかなり近似したもののようで、 「村上遺跡群」で示めさ

れた様相に近い状態が、本址周辺にも存在する可能性を示めすものとも思われるが、この点は、

来年にも実施されるという本址西続域調査に委ねたい。

（江尻和正）
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第 7図 第 1号堅穴住居出土遺物実測図 (1)
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第 4表 第 1号堅穴住居址出土遺物一覧表

器形 残 状 器測（ミリ） 形態上の特徴 手法上の特徴
器 状`亨成

1 Z 坪 完形 口径 1 1 8 平底部より数条のロク 底部でヘラナデ、その 暗褐色で二次加熱

口痕を残し、外反ぎみ 他でロクロ整形を施す。 緻密

1 土師 器高 3 8 に直上する。 堅固

坪 4分の 3 口径 1 1 6 平底部より数条のロク 底部で回転ヘラ切り、 褐色

2 2片から 口瘍を残しながら直上 周縁でヘラナデ、その 緻密

土師 成る 器高 3 5 し、口唇で外反する。 他でロクロ整形を施す。 堅固

杯 4分の 3 口径 1 1 2 平底の底部より、数条 底部で回転ヘラ切り、 褐色でスス着く

3 片 のロクロ瘍を残し、ロ 周縁でヘラナデ、底部 緻密

土師 器高 3 8 唇でやや外反する。 内面渦巻、ロクロ整形 堅固

坪 底部 2分 口径 1 1 9 平底部より数条のロク 底部で回転ヘラ切り後 褐色で二次加熱

4 の 1片 口痕を残し、外屈的外 周縁でヘラナデ、その 緻密

土師 器高 3 8 反口唇でやや外反する。 他でロクロ整形を施す。 堅固

杯 2分の 1 口径 1 2 3 平底部より直線上に外 底部で回転ヘラ切り後 淡褐色

5 片 反し、口唇でややふく 周縁で終始節をもつへ 緻密

土師 益＂＂ 古向 3 2 らみをもつ。 ラナデ、他ロクロ整形 堅固

坪 4分の 1 口径 1 1 0 平底部よりわずかに外 底部で回転ヘラ切り後 褐色でスス着

6 片 反し、直上し口唇でふ 周縁でヘラナデ、その 緻密

土師 器高 4 1 くらみをもつ。 他でロクロ整形を施す℃ 堅固

坪 口縁 3 口径 1 0 6 直線的に外反する口縁 ロクロ整形を施す。 二次加熱

7 分の 1片 部片。 緻密

土師 残高 2 3 堅固

坪 底部 3分 口径 1 2 8 平底部より直線上に外 底部で静止ヘラ切り後 淡褐色で二次加熱

8 の 1片 反し、口唇よりさらに 周縁と表面でヘラナデ 密

土師 器高 4 2 外反する。 他でロクロ整形を施すc 堅固

坪 口縁 4分 口径 1 2 2 平底部よりやや外反ぎ 底部回転ヘラ切り、周 褐色， の1片 みに直上し、口唇でや 縁ヘラナデ、他ロクロ 緻密

土師 器高 3 6 やふくらみをもつ。 整形し墨書を施す。 堅固

坪 2分の 1 口径 1 2 0 乎底部よりやや外屈ぎ 糸切り後、周縁でヘラ 二次加熱

10 片 みに外反、二次加熱に ナデ、その他でロクロ 緻密

土師 器高 3 7 よる分解穴を多数有す。 整形を施す。 堅固

坪 口縁 10 口径 1 6 6 平底部より二条のロク 底部でヘラナデ、その 二次加熱

11 分の 1片 ロによる凸凹部を見せ 他でロクロ整形を施す。 緻密

土師 器高 5 2 外反する。 堅固

坪 2分の 1 口径 1 1 8 平底部より直線的に外 底部で回転ヘラ切り後 淡褐色

12 片 反し、口唇でさらに外 周縁でヘラナデ、その 緻密

土師 器高 3 8 反する。 他でロクロ整形を施す。 堅固

坪 3分の 1 口径 1 0 6 平底部より直線的に外 底部回転ヘラ切り後周 淡褐色

13 片 反し、口唇でふくらみ 縁でヘラナデ、他ロク 緻密

土師 器高 3 1 をもつ。 口整形し墨書を施す。 堅固

坪 口縁 3 口径 1 3 0 平線的な外反する口縁 ロクロ整形後、墨書を 暗褐色

14 分の 1片 を有する。 施す。 緻密

土師 残嵩 3 0 堅固

―-26 -



器形 残 状 器測（ミリ） 形態上の特徴 手法上の特徴
（色調

器状胎上
＼焼成

1 Z 坪 2分の 1 口径 1 0 8 平底部よりやや外反す 底部で回転ヘラ切り後 赤褐色で二次加熱

片 る、全面に二次加熱に 固縁でヘラナデ、その 緻密

15 土師 器高 3 5 よる分解穴を有する。一 他でロクロ整形を施す。 堅固

坪 底部 高台裾径 6 2 直線的な高台部よりな 底部回転ヘラ切り、周 暗褐色で二次加熱

16 （付高台） めらかに移行するライ 縁ヘラナデ、張付によ 緻密

土師 残高 1 8 ンを有すると思われる。 る高台部を設ける。 堅固

長頸壺 口縁 3 口径 1 4 2 頸部より直上し、口縁 ロクロ整形を施す。 淡褐色

17 分の 1片 で大きく外反する。 緻密

土師 残圏 4 6 堅固

長顆壺 底部 2分 底径 6 0 平底部より急上のライ 底部でヘラ切り後、ヘ 淡褐色

18 の 1片 ンを示すものと思われ ラナデ、表面でヘラナ 緻密

土師 残高 1 8 る。 デ、内面はロクロ整形 堅固

長頸壺 下半部 3 底径 2 6 平底部より急上に移行 底部で回転糸切り、そ 淡褐色で二次加熱

19 分の 1片 するラインを示すもの の他でロクロ整形を施 緻密

土師 残高 2 9 と思われる。 す。 堅固

長頸壺 平底部より急上に移行 二次加熱のため不明 赤褐色で二次加熱

20 底部 底径 6 0 するラインを示すもの 緻密

土師 残高 1 9 と思われる。 不明

坪 下半部 4 底径 8 2 平底部より僅かに外反 底部周縁でヘラナテ、 灰褐色

21 分の 1片 し、直上するラインを その他でロクロ整形を 緻密

須恵 残高 2 3 示すものと思われる。 施す。 堅固

坪 4分の 1 口径 1 3 0 平底部よりやや外反ぎ 底部周縁でヘラナテ、 灰褐色

22 片 みに直上し、遮断され その他でロクロ整形を 密密

須恵 残高 3 3 る口唇部をもつ。 施す。 堅固

芸皿 I 裾径
1 8 8 上面で凸凹をもつ撮部 全面でロクロ整形を施 灰褐色

23 
須恵 II 

より水平に移行した裾 した後、撮部、裾部で 緻密

器高 4 1 部で垂直に曲るライン 横ナデ、上面でヘラナデ 堅固

蓋片 裾径 1 2 0 上下に飛び出す裾部よ 横ナテされた裾部片。 灰白色

24 り緩やかに移行するラ 緻密

須恵 残高 8 インを示すと思われる。 堅固

坪 底部 4分 底径 9 2 平底部より球状の胴部 底部で回転ヘラ切り後 灰白色

25 の 1片 に移行するラインを示 ヘラナデ、内面でロク 緻密

須恵 残高 7 すものと思われる。 ロ整形を施す。 堅固

甕 口縁 10 口径 3 2 0 究極に外反する口縁よ 内面で指押し、表面で 灰黒色

26 分の 1片 り、垂直に近い状態で 横目、口縁で横ナナを 密

須恵 残高 5 1 下降し胴部に至る。 施す。 堅固

27 鉢 底部10分 底径 14 8 平底部よりやや外反し 底部で粗い糸切り、表 灰白色

の 1片 て、胴部にいたるライ 面でヘラナデ整形を施 緻密

須恵 残高 3 2 ンを示すと思、われる。 す。 堅固

28 甕 群片 口径 10 4 平底部よりやや外反し 内面でロクロ整形後、 灰白色
底径 8 8 て、胴部に至るライン 底部表面でヘラナデ整 緻密

須恵 残高 25 0 を示すものと思われる c 形を施す。 堅固

29 甕 底部 4分 底径 12 0 平底部より胴中央を欠 口唇で横ナデ、その他 暗褐色

の片 くが長胴の胴部を経て、 でヘラナデ整形を施す。 密

土師 残高 1 4 大きく開く口縁部に至る。 硬質
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I 

器 状、 ＼（焼色胎土調成毎形 残 状 器測（ミリ） 形態上の特徴 手法上の特徴

30 甕 口縁 3 口径 12 8 外反する口縁より、脹 口唇で横ナデ、表裏面 赤褐色でスス着く
分の 1片 みをもたない胴部に至 ともヘラケズリ。 緻密

土師 残高 4 5 るラインと思われる。 硬質

31 甕 上半部 3 口径 1 2 4 脹みをもたない胴部よ 口唇で横ナデ、表裏面 褐色でスス着く
分の 1片 り、頸部を経て外反し ともヘラナデ整形を施 密

残高 6 7 口唇で直上すると思わ す。 硬質
土師 れる。

32 甕 口縁 4 口径 17 6 最大径を胴上位にもち 口唇で横ナデ、表裏面 淡褐色
分の 1片 最大径 1 7 7 なめらかな頸部を経て ともロクロ整形を施す。 緻密

土師 残高 5 8 いちじるしく外反する。 堅固

33 甕 上半部 2 口径 20 1 上位に最大径をもつ長 口縁頸部で横ナデ、表 赤褐色で二次加熱
分の 1片 最大径 2 3 0 胴の胴部よりなめらか 裏面ともヘラナデを施 細粗

残高 1 1 8 な頸部を経て外反し口 す。 硬質
土師 唇に至る。

34 甕 口 縁 10 口径 2 0 2 緩やかな胴部より内屈 口縁部で横ナデ、その 褐色
分の 1片 する。頸が部ら を経て、外 他でヘラナデを施す。 細粗

土師 残裔 4 0 反しな 直上し口唇 硬質
に至る。

35 甕 口縁 3 口径 2 4 2 胴部より角度内 をもち口 頸部口縁で横ナデ、表 褐色
分の 1片 縁中に至り外、 屈し口縁 裏面ともヘラナデを施 細粗

土師 残高 5 8 に位至よる。り 反して口唇 す。 硬質

36 甕 2分の 1 口径 20 4 角度をもつ胴部より内 頸部口縁で横ナデ、表 褐色
片 屈ぎみの頸部を経て外 裏面ともヘラナデを施 細粗

土師 残高 6 8 反し、口唇で直上する。 す。 硬質

37 甕 口縁 5 口径 24 4 長めの頸部より、いち 頸部口縁とも横ナデを 赤褐色で二次加熱
分の 1片 じるしく外反し、ゆる 施す。 細粗

残高 3 8 やかに外反する口唇を 硬質
土師 よつ。

38 甕 上半部 3 口径 20 8 胴上位に最大径をもつ、 口縁頸部とも横ナデを 赤褐色で二次加熱
分の 1片 最大径 2 2 4 長胴部より内屈する頸 施す。 密

残高 1 5 部を経て外反する口唇 硬質
土師 をもつ。

39 甕 底部 2分 底径 7 8 平底部より緩やかに外 底部表裏ともヘラナデ 黒褐色
の 1片 反して胴部に至るライ を施す。 密

土師 残高 82 ンを示すと思われる。 硬質

40 甕 底部 底径 7 8 平底部より、緩やかに 底部表裏ともヘラナデ 赤褐色
胴部に至るラインを示 を施す。 緻密

土師 残高 2 6 すものと思われる。 堅固

41 甕 胴部小片 不明 不明 緑彩
緻密

須恵 残高 6 7 堅固

42 鉄製品 群片 約90片に及ぶ大小片 二枚の鋼板を止め金に
から成るが不明。 て付着する部分有り。
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3 第 1号掘立建物址

この遺構は、調査区の北東部で、第 2号溝、第 6号土琺、 第 7号土琺と重複し、 4本（西面と南
面）の柱穴が確認された。他の柱穴は、攪乱と調査区域外のため不明であるが、 3X2+2=8
本からなる掘立建物址と考えられる。確認された部分では、 N

-27°-Wに主軸を有し、西面径4.
OOmである。南面は、中央部の柱穴(12P)が確認されたのみであり、この部分での柱間は、2.10m
である。各柱穴を次に述べる。

llPは、東西径約0.84m、北南径0.84m、深さは、 0.51mあり、隅丸方形状をなしている。柱

穴底は、皿状をなしており 壁はほぼ垂直に立ち上がっ ている。柱根は、柱穴の北東部から、柱

穴の東部にかけて確認された。

12Pは、東西径0.67m、北西径0.77m、深さ0.57mあり、楕円形をなしている。柱穴底は、平＼

/ A 

2M 
ml 

D D' 

麟

C C' 

F F' 

□言
且二旦'

゜
2M 

第12図 第 1号掘立建物址実測図
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担であり、壁は緩やかに立ち上がっている。 柱穴底の南側には、柱根部と考えられる小 pitが

ある。この小pitは、東西径0.25m、北南径0.23m、深さは柱穴底より0.06mで柱穴堀り口部か

らは、 0.65mある。小pitの底は平担であり、壁は斜めに立ち上がっている。柱根は、土層から

この小pitの部分で確認されたが、小pitから柱穴底にかけてであり、本来は小 pitの部分にあ

ったものと考えられる。また、柱の上方はやや北西方向に向いて立てられたようである。

13Pは、東西径約o.. 90m、北南径0.82m、深さ0.60mあり、楕円形をなしている。柱穴底は、

皿状をなしており、壁は緩やかに立ち上がっている。柱穴底の北西部には、柱根部と考えられる

小 pitがある。この小pitは、東西径0.18m、北南径0.15m、深さは、柱穴底より0.05mで柱穴

掘り口部からは0.65mである。小 pitの底は平担であり、壁は斜めに立ち上がっている。この部

分から、北西方向にかけて柱が、立てられていたようである。

14Pは、東西径1.05m、北南径1.05m、深さ0.65mあり、円形状をなしている。柱穴底は平担

であり、壁は斜めに立ち上がっている。柱穴底の中央部には、柱根部と考えられる小pitがある。

この小 pitは、東西径o:23m、北南径0.28m、深さは柱穴底より0.19mで柱穴掘り口部からは0.87

mである。小pitの底は、平担で、壁は斜めに立ち上がっている。この小 pitに柱が立っていた

ようである。

第 5表 第 1号掘立建物址柱穴一覧表

柱 穴 部 (m) p i t部 (m) 

ko. 東西径 北南径 深 さ 形 状 東西径 北南径 深さ 1 深さ 2 形 状

11 p 0.84 0.84 0.51 隅丸方形

12 p 0.67 0.77 0.57 楕円形 0.25 0.23 0.06 0.63 隅丸方形

13 p 0.90 0.82 0.60 楕円形 0.15 0.18 0.05 0.65 円 形

14 p 1.05 1.05 0.65 円 形 0.23 0.28 0.19 0.87 楕円形

4 第 2号掘立建物址

この遺構は、調査区の北東部で第 3号掘立建物址と第 6号掘立建物址とに隣接して確認され、

N-48°-Wに主軸を有し3x2+2=8本からなる第 2号掘立建物址である。北面径4.15m (20P 

と21PB間が1.55m、20Pと21PAと22P間が2.17m、各々有している。）、東面径4.02m (22P 

と23P間が2.10m、23Pと24P間が1.92m、各々有している。）、南面径4.17m (24Pと25P間が

1.57m、25Pと26P間が2.55m各々有している。）、西面径4.04m (26Pと27P間が2.10m、27P

と20P間が1.94m各々有している。）である。こうして見ると、東面の4.02mに対して西面は4.04

- 33 -



mと西面が0.04mだけ広くなっている。これを各柱間で見ると、 22Pと23Pの2.10mに対し20P

と27P間は1.94m、でありその差は6.16mだけ東面の柱間が広くなっている。また、 23Pと24P

間の2.10mに対して27Pと26P間は2.10mであり、同じ柱間を有している。このように、東面、

西面とも多少の差はあるが、ほぼ対比しており一定の規格性を有していると考えられる。

これに対して、北面と南面はどうであろうか。北面が4.15mで南面は4.17mであり、その差は

0.02mである。この数値から、北面と南面は対比し規格性を持っているようであるが、各柱間か

ら見ると問題がある。 20Pと21PB間の1.55mに対し26Pと25Pは2.55mで差は1.00mであり、

南面の柱間が広くなっており、 20Pと21PA間の2.00mに対して、 26Pと25P間の2.55mとでは、

0.55mだけ南面の柱間が広くなっている。 21PBと22P間の2.60mに対し25Pと24P間は1.59m

で、差はI.Olmであり前者とは逆に北面の柱間が広くなっている。また、 21PAとした場合、北

面東側は2.17mとなり南面東側との差が0.58mとなり、北面東側が広くなっている。このように

北面と南面とでは、各々逆の数値を示している。次に、各柱穴の状況を述べる。

20Pは、東西径0.88m、南北径0.85m、深さ0.67m、あり円形をなしている。柱穴底は、皿状

をなしており、壁は斜めに立ち上がっている。柱根は、土層から柱穴の南側において確認された。

21Pは、 AとBからなっているが、土層から判断すると BがAを切っているため、 21PBから述

べる。 21PBは、東西径0.87m、北南径0.95m、深さ0.50mあり、楕円形をなしている。底は皿

状をなしており、壁は緩かな弧をなし立ち上がっている。柱根は、柱穴の中央やや北西側で確認

された。

第 6表 第 2号掘立建物址柱穴一覧表

柱 ゲJ"¥ 部 (m) p i t部 (m) 

仰． 東西径 北南径 深 さ 形 状 東西径 北南径 深さ 1 深さ 2 形 状

20 p 0.88 0.85 0.67 円 形

21PA 1.10 1. 77 0.55 隅丸長方形 0.30 0.30 0.05 0.06 不整円形

21PB 0.87 0.95 0.50 楕円形

22 p 0.90 0.90 0.60 円 形 0.35 0.32 0.14 0.74 円 形

23 p 0.85 0.90 0.55 隅丸方形 0.36 0.33 0.15 0.70 方 形

24 p 0.88 1.00 0.88 不整長方形 0.25 0.28 0.05 0.93 円 形

25 p 0.75 0.80 0.45 方 形 0.25 0.28 0.06 0.51 不整方形

26 p 0.85 1.16 0.70 楕円形 0.34 0.24 0.05 0.75 楕円形

27 p 0.94 1.00 0.60 隅丸方形 0.13 0.13 0.08 0.68 円 形
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21PAは東西径1.10m、北南径1.77m、深さ0.55mあり、隅丸長方形状をなしている。底は平

担であり、壁は弧を画き緩やかに立ち上がっている。柱穴底の北西部には、柱根部と考えられる

小 pitがある。この小pitは、東西径0.30m、北南径0.30m、深さは柱穴底より0.05mで柱穴掘

り口部からは0.6伽あり、不整円形状をなしている。小 pitの底はほぼ平担であり、壁は緩かに

立ち上がっている。
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22Pは、その北東部にある第 3号土拡によりその一部を切られている。柱穴は、東西径0.90m、

北南径0.90m、深さ0.60mあり、円形をなしている。柱穴底は平担であり、北西壁から南西壁に

かけやや内側に入り込み、東壁はほぼ垂直に立ち上がっているが、東壁から南壁にかけては緩か

に立ち上がっている。また、柱穴底の東壁部には柱根部と考えられる小pitがある。この小pit

は、東西径0.35m、北南径0.32m、深さは柱穴底より0.14mで柱穴掘り口部より0.74mあり、円

形をなしている。小pitの底は皿状をなし、壁は全体的に緩かに立ち上がっている。

23Pは、東西径0.85m、北南径0.90m、深さ0.55mあり、隅丸方形状をなしている。柱穴底は

平担であり、壁はほぼ垂直に立ち上がっている。柱穴底の中央東側に柱根部と考えられる小 pit

がある。この小pitは、東西径0.36m、北南径0.33m、深さは柱穴底より0.15mで柱穴掘り口部

よりは0.70mあり、方形をなしている。小pitの底は平担で、壁は斜めに立ち上がっている。

24Pは、東西径0.88m、北南径l.OOm、深さ0.88mあり、不整長方形（五角形）をなしている。

柱穴底は皿状をなしており、柱穴底より0.10m上方の所に、幅0.05mあるテラスがある。柱穴底

よりこのテラスまでは、斜めに立ち上がっているが、テラスから柱穴掘り口部まではほぼ垂直に

立ち上がっている。柱穴底の東壁に接し、柱根部と考えられる小 pitがある。この小pitは、東

西径0.25m、北南径0.28m、柱穴底より0.05m、柱穴掘り口部から0.93mだけ深さを有している。

小 pitの底は平担で、壁は斜めに立ち上がっている。

25Pは、東西径0.75m、北南径0.80m、深さ0.45mあり、方形をなしている。柱穴底は平担で‘

あり、壁はほぼ垂直に立ち上がっている。柱穴底より0.33m上方で、北壁から南壁にかけてと、

柱穴底より0.28m~0.45m上方で北壁・東壁・南壁にかけて、各々テラスがある。前者は、幅0.10

第 7表 第2号掘立建物址出土遺物一覧表

器形 残 状 器測（ミリ） 形態上の特徴 手法上の特徴 器 状（焼色胎調土成

2H 坪 1 0分の 高台部よりゆるやかに 底部周縁に高台を設け 暗褐色で内黒
43 （付高台） 1片 外反するラインを示す その他でロクロ整形、 緻密

土師 残高 3 0 ものと思われる。 内面のみ黒彩を施す。 堅固

44 坑； 口縁部10 口 径 2 2 0 器身中位まで外反する ロクロ整形後、内面の 赤褐色で内黒
分の 1片 ラインは、直上ぎみに み黒彩を施す。 緻密

土師 残 高 5 0 口唇に至る。 堅固

45 土不 小片 不 明 不明 ロクロ整形後、墨書を 褐色で墨書

施す。 緻密

土師 堅固

46 坪 2分の 1 口径 14 0 平底周縁で垂直な高台 底部てホ函りナる後』表、周縁 褐色
（付篇台） 片 裾 径 7 2 をもち、みじかく外反 に高台を付け 面ロ 緻密
土師 器高 3 2 し口唇に至る。 クロ整形、内ヘ-;ミガキ。 堅固

47 甕 上半部 4 口 径 15 6 球状の胴部より、くの 口縁で横ナデ、下半表 暗褐色でスス着く
分の 1片 最大径 1 6 8 字に曲る頸部を経て外 裏面でヘラナデを施す。 密

土師 残高 7 6 反する口縁に至る。 硬
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mでテラス部は斜めであるが平担になっており、柱穴掘り口まで斜めに壁が構成されている。後

者は、テラス部とテラスから柱穴掘り口部にかけて前者とほぼ同様の状況を示している。柱穴底

の中央東側で、東壁に接し、柱根部と考えられる小pitがある。この小pitは、東西径0.25m、

北南径0.28m、深さは柱穴底より、 0.06mで柱穴掘り口部から0.51mあり、不整方形状をなして

いる。

26Pは、東西径0.85m、北南径1.16m、深さ0.70mあり、楕円形をなしている。柱穴底はほぼ

平担であり、北壁と南壁は緩やかな弧を画きながら立ち上がっているが、東壁と西壁はほぼ垂直

に立ち上がっている。柱穴底の南壁に接し、柱根部と考えられる小pitがある。この小pitは、

東西径0.34m、北南径0.24m、深さは柱穴底より0.05mで柱穴掘り口部より0.75mあり、楕円形

をなしている。小pitの底は平担であり、壁は斜めに立ち上がっている。

27Pは、東西径0.94m、北南径1.00m、深さ0.60mあり、隅丸方形をなしている。柱穴底は平

担であり、壁は緩かに立ち上がっている。柱穴底の東南部には、柱根部と考えられる小pitがあ

る。この小pitは、東西径0.13m、北南径0.13m、深さは柱穴底より 0.08mで柱穴掘り口部から

は0.68mあり、円形をなしている。小pitの底は平担であり、壁は斜めに立ち上がっている。

出土遺物は、主として土師器が最も多く検出されたが、完型品は坪型土器（仰84) が一点だけ

である。また、同じ杯型土器を利用したと考えられる墨書土器（肱83) が検出されている。他に

は、杯型土器片、甕型土器片、などが検出された。時期は、国分期と比定される。

5 第 3号掘立建物址

この遺構は、第 1号掘立建物址の南東方面で、第 2号溝と重複して確認された第 3号掘立建物

址である。建物址の東側は、調査区域外のため、正確なプランは不明である。柱穴数は、 3X 2 

+2=8本より構成されていると考えられる。主軸は、 N-30°-wである。北面径3.92m (31P 

第 8表 第 3号掘立建物址柱穴一覧表

I 
柱 rJら, 部 (m) 

I 
p i t部 (m) 

庇 東西径 II 北南径 深 さ 形 状 III 東西径 I北南径 深さ 1 深さ 2 ＇ II 形 状

31 p 1.10 I 1.09 o. 70 I II 不整方形 II I o.30 0.38 0.15 I o.s5 I II 隅丸長方形

32 P 0.68 0.86 0.75 楕円形
I I I 

33 P 0.79 o.35 I I I o.55 I ｛惰円円形形か I 

I 

I I I 
I I 

34 P 1.00 o.s4 I o.42 楕円形

35 P 1.07 1.23 0.90 楕円形 0.40 0.51 0.18 1.08 楕円形

36 P 1.07 0.77 0.48 楕円形 0.37 0.32 0.12 0.60 楕円形
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と32P間が2.32m、32Pと33P間が1.60m) であり、東面径は推定で3.95mである。南面径は、

3.94m (35Pと36P間は1.97mで、 36Pと31P間が1.98m) だけ、各々有している。

こうして見ると、各面径とも多少の誤差はあるがほぼ対比していると判断される。また北面の

各柱間と南面の各柱は逆の柱配置となっている。つまり、 31Pと32P間が2.32mであるのに対し、

35Pと34P間は、 1.78mと北面の柱間が0.54mだけ広くなっている。また、 32Pと33P間が1.60

mであり 34Pと東面、南面の交点とは2.14mと、 0.54mだけ北面が広くなっているが、同一誤差

であるため、一定の規格性を認めることが出来る。次に各柱穴について述べる。

31Pは、東西径1.10m、北南径1.09m、深さ0.70mあり、不整方形状をなしている。柱穴底は

皿状をなし、壁は斜めに立ち上がっている。柱穴底の南西部には、柱根部と考えられる小 pitが

ある。この小 pitは、東西径0.30m、北南径0.38m、深さは柱穴底より 0.15mで柱穴掘り口部よ

りは0.85mである。小 pitの底は皿状で壁は緩やかに立ち上がっている。柱根は、その上層から、

この小 pitから柱穴底の中央部にかけ確認された。

32Pは、柱穴の東半分を第 2号溝に切られているため、東西径は約0.68mであり、北南径0.86

m、深さ0.75mあり、楕円形状をなしている。柱穴底は平担であり、壁は斜めに立ち上がってい

る。柱根は、その土層から中央やや南東部において確認された。

33Pは、北西部のみ確認され、他は調査区域外のため不明である。確認された部分での大きさ

は、東西径0.79m、北南径0.35m、深さ0.55mあり楕円形か円形をなしているようである。柱穴

底は皿状をなしており、北東壁から北壁にかけてほぼ垂直に立ち上がっているが、北西壁では0.05

m程度壁内に入り湾曲しながら立ち上がっている。柱根は土層から柱穴の南側にあったようである。

34Pは、東西径1.00m、北南径0.84m、深さ0.42mあり、楕円形をなしている。柱穴底は皿状

をなし、壁は緩やかに立ち上がっている。柱根は上層から柱穴の北東部で確認された。

35Pは、東西径1.07m、北南径1.23m、深さ0.90mあり、楕円形をなしている。柱穴底は、皿

状をなしており、壁はほぼ垂直に立ち上がっている。柱穴底の中央部から南側にかけて、柱根部

と考えられる小 pitがある。この小 pitは、東西径0.40m、北南径0.51m、深さは柱穴底より0.18

mで柱穴掘り口部からは1.08mあり、楕円形をなしている。小 pitの底は、中爽部がやや低く、

なっているがほぼ平担であり、壁は斜めに立ち上がっている。柱根は、土層からこの小pitで確

認された。

36Pは、東西径1.07m、北南径0.77m、深さ0.48mあり、楕円形をなしている。柱穴底は皿状

をなし、壁はほぼ垂直に立ち上がっている。柱穴底の北東部には柱根部と考えられる小pitがあ

る。この小 pitは、東西径0.37m、北南径0.32m、深さは柱穴底より0.12mで、柱穴掘り口部か

らは0.60mある。底は皿状をなしており、壁は斜めに立ち上がっている。

出土遺物としては、第16図に示したような坪型土器や甕型土器が検出されている。
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第 9表 第 3号掘立建物址出土遺物一覧表

残 器瀾（ミリ）
憎調

器形 状 形態上の特徴 手法上の特徴 器状土
＼焼成

3H i不 口縁部 5 口径 1 5 0 やや外反ぎみに立ち上 ロクロ整形後、内面に 褐色で内黒

分の 1片 がるラインを有する杯。 黒彩処理を施す。 緻密

48 土師 残高 5 7 堅固

49 .I不 口縁部 5 口径 20 4 表面の凹凸の激しい。 表面の凸部で数条のヘ 褐色

分の 1片 外反ぎみに立ち上がる ラミガキを設け、内面 緻密

土師 残高 4 1 ラインを有する。 で黒彩処理を施す。 堅固

50 坪 底部 3分 底径 5 2 やや上底ぎみの底部よ 底部糸切り、その他で 褐色

の 1片 り、急J:に移行するラ ロクロ整形を施す。 緻密

土師 残高 1 8 インを示すと思われる。 堅固

51 坪 底部 4分 裾径 1 0 4 低い高台部より周縁を 底部で糸切り後、周縁 灰褐色

（付高台） の 1片 経て、直上するライン 内側で高台を設け、そ 緻密

須恵 残高 1 5 を示すと思われる。 の他でロクロ整を施す。 堅固

52 甕 下半部10 口径 19 2 平底部より直線的に外 底部で押し付け、その 灰褐色

分の 1片 半するラインを示すも 他でヘラナデ、表面上 細粗

須恵 残高 5 2 のと思われる。 部でロクロ整形を施す。 硬質

53 甕 口縁部10 口径 22 4 内屈ぎみの頸部を経て、 ロクロ整形を施す。 暗褐色

分の 1片 いちじるしく外反し、 緻密

土師 残高 4 4 口縁端部で直上する。 堅固
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第15図 第 3号掘立建物址実測図
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6 第 4号掘立建物址

この遺構な、第 1号住居址の北西方向で、第 1号溝と重複して確認され、 N-31°-Wに主軸を

有し、 4X2=10本よりなる第 4号掘立建物址である。北面径5.04m (40Pと41P間が1.70m、

41Pと42P間が1.50m、42Pと43P間が1.85m)である。東面径は、 4.llm (43Pと44P間が

2.00m、44Pと45P間が2.llm)である。南面径は、 5.00m (45Pと46P間が1.45m、46Pと

47P間が1.70m、47Pと48P間が1.85m)で、西面径が4.llm (48Pと49P間が2.00m、49Pと

40P間が2.llm)である。

こうして見ると、東面と西面が同一面径であるが、北面と南面は0.04mだけ北面径が広くなっ

ているものの、各面とも一定の規格性を有しているようである。これを各柱間で見ると、 40Pと

41P間が1.70mであるのに対し48Pと47P間が1.85mと南面が0.15m広くなっている。 41Pと42

P間が1.50mであるのに対し47Pと46P間は1.70mであり、南面が0.20m広くなっている。また、

42Pと43P間が1.85mであるのに対し46Pと45P間は1.45mであり、 0.40m北面が広くなってい

る。また、 43Pと44P間が2.00mであるのに対し40Pと49P間は2.llmであり、西面がO.llm広

くなっている。 44Pと45P間が2.llmあるのに対し49Pと48P間が2.00mであり、 O.llmだけ

東面が広くなっている。このように、各柱間で見ると、以上の様に規格性を認めることは出来な

いが、 10個の柱穴で一建物址をなしているため、認められる誤差と考えられる。よって、この建

物址は一定の規格性を有していると考えられる。次に各柱穴を述べるが、 40P・41P・42Pは第

第10表第4号掘立建物址柱穴一覧表

柱 穴 部 (m) p i t部 (ml 

筋． ・東西径 北南径 深 さ 形 状 東西径 北南径 深さ 1 深さ 2 形 状

40P 0.86 0.86 隅丸方形

41P 0.77 0.74 円 形

42P 0.77 0.91 楕円形

43P 1.00 1.17 0.50 楕円形 0.21 0.33 0.07 0.57 楕円形

44P 1.30 1.41 0.53 楕円形

45P 1.04 1.02 0.55 不整方形

46P 0.98 1.15 0.70 隅丸長方形

47P 1.42 0.98 0.69 楕円形

48P 1.18 1.02 0.60 
不整隅丸
長方形

49P 1.10 0.98 0.45 
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一号溝により、その大半を切られており、 43Pは、その半分を切られている。 40Pは、東西径0.86

m、北南径0.86mあり、隅丸方形状を呈している。柱穴底は平担であり、壁は斜めに立ち上がっ

ている。 41Pは、東西径0.77m、北南径0.74mあり、円形をなしている。柱穴底はほぼ平担であ

り、壁は斜めに立ち上がっている。 42Pは、東西径0.77m、北南径0.91mあり、楕円形をなして
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いる。柱穴底はほぼ平担であり、壁は斜めに立ち上がっている。以上の 3柱穴は前述のように第

1号溝に切られ、その溝底で確認されたため、その深さは不明である。

43Pは第 1号溝でその半分を切られているが、東西径1.00m、北南径1.17m、深さ0.50mあり、

楕円形状を呈している。柱穴底は平担であり、壁は斜めに立ち上がっている。柱穴底の北東部に

は、柱根部と考えられる小 pitがある。この小 pitは、東西径0.21m、北南径0.33m、深さは柱

穴底より 0.07mで、柱穴掘り口部からは0.65mある。小 pitの底は皿状をなし、壁は斜めに立ち

上がっている。土層から、この部分に柱が立っていたことが確認された。

45Pは、東西径1.04m、北南径1.02m、深さ0.55mあり、不整方形状を呈している。柱穴底は

皿状をなしており、壁はほぼ垂直に立ち上がっている。柱根は、土層から柱穴の西側から北西側

にかけ確認された。

46Pは、東西径0.98m、北南径1.15m、深さ0.70mあり、隅丸長方形状を呈している。柱穴の

南側は、旧校舎時代の基礎により、柱穴上部が一部破壊されている。柱穴底は、ほぼ皿状をなし

ており、壁はほぼ垂直に立ち上がっている。柱根は上層から柱穴の北東部において確認された。

47Pは、東西径1.42m、北南径0.98m、深さ0.69mあり、楕円形をなしている。柱穴底は平担

であり、壁はほぼ垂直に立ち上がっている。柱根は、上層から柱穴の中央部で確認された。また、

この部分には深さ0.05m程度の凹がある。

第11表 第 4号掘立建物址出土遺物一覧表

器形 残 状 器測（ミリ） 形態上の特徴 手法上の特徴 器状り＼焼胃成

4H 坪 底部 4分 底径 6 2 平底部より外反するラ 底部でヘラ切り後、周 褐色
54 の1片 インを示すものと思わ 縁でヘラナデ、その他 緻密

土師 残高 8 れる。 でロクロ整形を施す。 堅固

55 坪 底部 5分 底径 7 8 平底部より外屈して外 底部、周縁、表面下半 褐色で内黒
の1片 反するラインを示すも でヘラナデ、その他ロク 緻密

土師 残高 3 4 のと思われる。 ロ整形、内面で黒彩を施すo堅固

56 坪 底部10分 底径 8 1 平底部より外屈ぎみに 底部・周縁でヘラナデ 褐色で内黒
の1片 外反するラインを示す その他ロクロ整形、内 緻密

土師 残高 2 0 ものと思われる。 面で黒彩を施す。 堅固

57 蓋 擬宝珠部 撮み部径 3 2 上面は平で凸状の撮み 上面でヘラナデ、その 褐色
片 部が出ている。 他で横ナデを施す。 緻密

土師 残高 1 9 堅固

58 蓋 裾部20分 裾径 23 4 
裾移めよ部行のり段面すは上下見に凸する斜れ

裾部で横ナデ、その他 灰褐色
の1片 でられそ でロクロ整形を施す。 緻密をもって蓋ヽ 部に

須恵 残高 2 1 る。 堅固

59 甕 口縁部20 口径 23 8 口縁部が外反し、口唇 口縁で横ナデ、その他 灰褐色
分の 1片 で下突するラインを示 でロクロ整形を施す。 緻密

須恵 残高 4 1 す。 堅固
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48Pは、東西径1.18m、北南径1.02m、深さ0.60mあり、不整隅丸形状をなしている。柱穴底

は、皿状をなしており、壁はほぼ垂直に立ち上がっている。柱根は土層から柱穴の北西部で確認

された。
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第18図 第 4号掘立建物址出土遺物実測図
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49Pは東西径1.10m、北南径0.98m、深さ0.45mあり、不整隅丸方形状をなしている。柱穴底

はほぼ平担であり、北壁、西壁、南壁はほぼ垂直に立ち上がっているが、東壁は斜めに立ち上が

っている。

出土遺物としては、第18図に示したような杯型土器、甕型土器が検出されている。

7 第 5号掘立建物址

この遺構は、第 4号掘立建物址と第 2号掘立建物址のほぼ中央付近において確認され、 N-37°

-wに主軸を有し、 4X2+2=10本の柱穴よりなる第 5号掘立建物址である。北面径4.50m

(SOPと51P間が1.47m、51Pと52P間が1.46m、52Pと53P間が1.98m)である。南面径4.52

m (55Pと56P間が1.41m、56Pと57P間が1.60m、57Pと58P間が1.Slm)であり、西面径4.03

m (58Pと59P間が2.20m、59PとSOP間が1.83m)、各々有している。こうして見ると、多少の

誤差はあるものの各面ともほぼ対比していると考えて良いのであろう。こうして見ると、 SOPと

51P間の1.47mに対して、 58Pと57P間は1.Slmであり、 0.04mだけ南面が広くなっている。 51

Pと52P間の1.46mに対し、 57Pと56P間は1.60mであり、 0.14mだけ南面が広くなっている。

52P と 53P 間の1.57m に対し 56P と~5P 間は1.41m であり、 0.16m だけ北面が広くなっている。

また、 53Pと54P間の2.05mに対し、 SOPと59P間は1.83mであり、 0.22mだけ東面が広くなっ

ている。 54Pと55P間の1.98mに対し、 59Pと58P間は2.20mであり、 0.22mだけ西面が広くな

っている。このように、各柱間で見ると多少の誤差は、認められるが、各面ともほぼ対比してい

ると考えられる。次に各柱穴を述べる。

SOPは、東西径1.15m、北南径1.05m、深さ0.96mあり、隅丸長方形状をなしている。柱穴底

は平担であり、壁は柱穴底より 0.60m上方までほぼ垂直に立ち上がっているが、ここから柱穴掘

り口部までは斜めに立ち上がっている。また、柱穴底の北西部には、柱を立てるために掘ったと

考えられる小 pitがあるが、この小 pitの部分に柱は建てられなかったようである。小 pitは、

東西径0.24m、北南径0.21m、深さは柱穴底より 0.10mで柱穴掘り口部からは1.05mあり、楕円

形をなしている。小 pitの底は皿状をなし、壁は斜めに立ち上がっている。柱根は、土層から柱

穴の中央部から北東部にかけて、立てられたようである。 51Pは、東西径0.85m、北南径1.00m、

深さ0.83mあり、楕円形をなしている。柱穴底は皿状をなしており、壁はほぼ垂直に立ち上がっ

ている。柱根は、士層から柱穴のほぼ中央部から中央南東側にかけ確認された。

52Pは、東西径0.69m、北南径0.74m、深さ0.80mあり、ほぼ円形状を呈している。柱穴底は

ほぼ平担であり、壁はほぼ垂直に立ち上がっている。柱根は、土層から柱穴の中央部から中央南

東部にかけ確認された。
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53Pは、東西径0.74m、北南径0.85m、深さ0.86mあり、楕円形をなしている。柱穴底は皿状

をなしており、壁はほぼ垂直に立ち上がっている。また、柱穴底の中央部には柱根部と考えられ

る小 pitがある。この小 pitは、東西径0.25m、北南径0.20m、深さは柱穴底より0.06m柱穴掘

り口部からは0.95mあり、楕円形をなしている。小 pitの底は平担であり、壁は斜めに立ち上が

le /E -~ 

゜
¥G ol/H 

~,~~-ご—: 内ム

i /F•~+~. 1 
<rTTT __.;---'~I--~~ 

／三~t:/1

~'8®~ 
A Nlj le・¥L'¥K't 

ー し
ロ犀`ミで喜百員

し鳳轟` こ―
M-『“冨誓`‘

.!..t? 

" of cl 

H' ＇ _＿1-

誓
z
 

N' 

L 旦屈
0
1
 第19図 第 5号掘立建物址実測図

- 47 -



っている。柱根は、この小 pitの部分から柱穴の中央南東部にかけて確認された。

54Pは、東西径0.97m、北南径0.89m、深さ0.68mあり、不整楕円形をなしている。柱穴底は、

多小凹凸を有しているがほぼ平担であり、東壁は緩やかに立ち上がっているが、北壁、南壁、西

壁は斜めに立ち上がっている。注根は、その土層から柱穴の中央やや北東側で確認された。

55Pは、東西径0.93m、北南径l.OOm、深さ0.74mあり、不整方形状を呈している。柱穴底は

皿状をなしており、壁はほぼ垂直に立ち上がっている。柱根は、その土層から柱穴の南西部で確

認され、柱が柱穴底に接している部分が0.05m程度凹んでいる。

56Pは、東西径1.12m、北南径1.03m、深さ0.60mあり、隅丸方形状を呈している。柱穴底は

平担であり、柱穴底から壁に至る部分は緩やかに立ち上がっており、そして北壁、南壁はほぼ垂

直に立ち上がっているが、東壁、西壁は斜めに立ち上がっている。柱穴底には、柱根部と考えら

れる小 pitが、柱穴の北西部にある。この小 pitは、東西径0.38m、北南径0.25m、深さは柱穴

底より 0.07mで柱穴掘り口部からは0.85mある。小 pitの底は平担であり、壁は緩やかに立ち上

がっている。この小 pitの部分で、上層から柱が小 pitの中央部から柱穴北西部にかけて確認さ

れた。

57Pは、東西径0.89m、北南径0.80m、深さ0.55mあり、隅丸三角形状を呈している。柱穴底

は、北東部が少々高くなっている以外はほぼ平担であり、東壁は緩やかに立ち上がっているが、

北壁、南壁、西壁ではほぼ垂直に立ち上がっている。柱根は、土層から北東から南西にかけて確

第12表 第 5号掘立建物址柱穴一覧表

柱 穴 部 (m) p i t部 (m) 

仰 東西径 北南径 、｛'木"" さ 形 状 東西径 北南径 深さ 1 深さ 2 形 状

50P 1.15 1.05 0.96 隅丸長方形 0.24 0.21 0.10 1.06 楕円形

51P 0.85 1.00 0.83 楕円形

52P 0.69 0.74 0.80 円 形

53P 0.74 0.85 0.86 楕円形 0.25 0.20 0.06 0.72 楕円形

54P 0.97 0.89 0.68 不整楕円

55P 0.93 1.00 0.74 不整方形

56P 1.12 1.03 0.60 隅丸方形 0.38 0.25 0.07 0.67 楕円形

57P 0.89 0.80 0.55 隅丸三角形

58P 1.18 1.03 0.65 不整方形 0.38 0.42 0.12 0.77 楕円形

59P 0.88 0.90 0.86 不整円形
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認された。

58Pは、東西径1.18m、北南径1.03m、深さ0.65mあり、不整方形状を呈している。柱穴底は、

平担であり壁は緩やかに立ち上がっている。柱穴底の北側には、柱根部と考えられる小 pitがあ

る。この小 pitは、東西径0.38m、北南径0.42m、深さ0.77mあり、楕円形をなしている。小pit

の底は平担であり、壁は斜めに立ち上がっている。また、小 pitの南西には、柱穴底より 0.05m

の深さを有する凹がある。凹の底は平担で、壁は斜めに立ち上がっている。柱根は、土層からこ

の凹から柱穴の東側にかけて確認された。

59Pは東西径0.88m、北南径0.90m、深さ0.86mあり不整円形状を呈している。柱穴底は、平

担であり、壁は柱穴底より 0.60mの所まで柱穴底の付近でやや湾曲しながらほぼ垂直に立ち上が

り、ここから柱穴掘り口部にかけては斜めに立ち上がっている。柱根は、土層から柱穴の北西部

で確認された。

出土遺物としては、 58Pの柱穴底より「甘」の墨書名を有する杯型土器 (No60)やバ島台付坪

(No 61)が検出されている。

第13表 第5号掘立建物出土遺物一覧表

器形 残 状 器測（ミリ） 形態上の特徴 手法J:の特徴 器 状（焼色胎調土成

5H 坪 2分の 1 口径 1 2 4 平底部より外屈ぎみに 底部で回転ヘラ切り後 褐色で墨書
60 完形 底 径 6 6 外反するラインを程す 周縁でヘラナデ、その他 緻密

土師 器 高 4 4 る。 ロクロ整形し墨書を施す。 堅固

61 坪 10分の 1 口径 13 6 外反する高台部より、 高台部は張付し、横ナ 褐色
(f寸高台） 片 裾径 7 8 外屈ぎみに外反するラ デを施す。その後内面 緻密
土師 器 高 5 2 インを程する。 で黒彩処理をする。 堅固

I 60 ,j 

61 

第20図 第 5号掘立建物址出土遺物実測図
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8 第 6号掘立建物址

この遺構は、第 2号掘立建物址の北西隣において確認され、 N-38°-Wに主軸を有し 2間4面

で、柱数が3X2+2=8本より成る第 6号掘立建物址である。

北面径5.22m (60Pと61P間が2.84m、61Pと62P間は2.40m)、東面径4.46m (62Pと63P間

が2.18m、63Pと64P間は2.28m)、南面径5.25m (64Pと65P間が2.05m、65Pと66P間は3.20

m)、西面径4.47m (66Pと67P間が2.50m、67Pと60P間は1.97m)、各々有している。こうする

と、東面の4.46mに対して、西面は4.47mであり差はO.Olmだけ西面が広くなっている。これを

各柱間で見ると、 62Pと63P間が2.18mであるのに対し、 60Pと67P間は1.97mで差は0.21m東

側が、 63Pと64P間が2.18mであるのに対し67P 66P間は2.50mで差は0.32mだけ西側が広く

なっている。以上のことから、東面と西面には一定の規格性を認めることが出来る。これに対し

て、北面と南面はどうであろうか。北面径はs:22mであり、南面径が5.25mであり、差は0.03m

であり南面が広くなっている。この数値から判断すると一定の規格性を認めることが出来るが、

各柱間で見るとそうとは言えない。それは、 60Pと61P間が2.84mであるーのに対し66Pと65P間

は3.20mであり、差は0.36mで南面が広くなっている。また、 61Pと62P間が2.40mであるのに

対し65Pと64P間は2.05mであり、差は0.35mで前者とは逆に北面が広くなっている。このよう

に、北面と南面では東面と西面における一定の規格性は認められない。以下に各柱穴について述

べる。

60Pは、東西径0.83m、北南径0.79m、深さ0.49mあり、隅丸方形状をなしている。柱穴底は

平担であり、北壁、東壁、西壁、はほぼ垂直に立ち上がっているが、南壁は斜めに立ち上がって

いる。柱根は、柱穴の南西部で確認された。

61Pは、東西径0.88m、北南径0.55m、深さ0.58mあり、楕円形をなしている。柱穴底は平担

であり、壁は斜めに立ち上がっている。また、北西壁に接して柱根部と考えられる小 pitがある。

この小 pitは、東西径0.27m、北南径0.33m、深さは柱穴底から0.10mであり柱穴掘り口部から

は0.68mで、楕円形をなしている。小 pitの底は、皿状をなしておら、壁は緩やかに立ち上がっ

ている。

62Pは、東西径0.73m、北南径1.00m、深さは中央で0.58mあり、隅丸長方形状をなしている。

柱穴底は、中央に稜を有し東側と西側に平担面を有している。東側の平担面は、東西径0.40m、

北南径0.55m、深さは稜項より 0.05mで柱穴掘り口部より 0.63mあり、底は平担で壁はほぼ垂直

に立ち上がっている。西側は、その土層から柱根部と考えられる。この部分は、東西径0.25m、

北南径0.50m、深さは稜項より 0.08mあり柱穴掘り口部より 0.66mあり、不整楕円形をなしてい

る。底は皿状をなし、壁はほぼ垂直に立ち上がっている。
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63Pは、東西径0.80m、北南径0.80m、深さ0.56mあり、不整方形をなしている。柱穴底は、

北東部が高く北西部が低くなっている。前者が平担となっており、後者は皿状をなしている。ま

た、壁はほぼ垂直に立ち上がっている。なお、柱根はその土層から柱穴の中央やや北西部におい

て確認された。

64Pは、東西径0.83m、北南径0.81m、深さ0.64mあり、不整方形をなしている。柱穴底は東

側が平担であるが、北西、南、西、では皿状をし、北西壁に接している柱根部の小 pitに向い緩

やかに下降している。壁は、北壁から南壁にかけては緩やかに立ち上がっているが、東壁から南

壁にかけてはほぼ垂直に立ち上がっている。柱根部の小 pitは、東西径0.22m、北南径0.30m、

深さは柱穴底より0.08mで柱穴掘り口部より 0.72mである。小 pitの底は平担であり、北東壁の

みほぼ垂直に立ち上がっているが、他の壁は斜めに立ち上がっている。なお、小 pitの形状は楕

円形をなしている。

65Pは、東西径0.84m、北南径0.77m、深さ0.49mあり、楕円形状をなしている。柱穴底は皿

状をなし、東壁、西壁、南壁は、緩やかに立ち上がっているが、北壁はほぼ垂直に立ち上がって

いる。柱穴底の東壁部には、柱根部と考えられる小 pitがある。この小 pitは、東西径0.29m、

北南径0.23m、深さは柱穴底より0.07mで柱穴掘り口部から0.56mあり、楕円形をなしている。

小 pitの底は皿状をなしており、壁は緩やかに立ち上がっている。

66Pは、東西径0.75m、北南径0.93m、深さ0.69mあり、楕円形をなしている。柱穴底は皿状

をなしており、北壁、西壁、南壁はほぼ垂直に立ち上がっているが、東壁では緩やかに立ち上が

っている。柱根は、その上層より柱穴の北側で確認された。

第14表 第 6号掘立建物址柱穴一覧表

柱 J,..,_,_ ~ 部 (m) p i t部 (m) 

加． 東西径 北南径 深 さ 形 状 東西径 北南径 深さ 1 深さ 2 形 状

60P 0.83 0.79 0.49 隅丸方形

61P 0.88 0.55 0.58 楕円形 0.27 0.33 0.10 0.68 楕円形

62P 0.73 1.00 0.58 隅丸長方形 0.25 0.50 0.08 0.66 不整楕円

63P 0.80 0.80 0.56 不整方形

64P 0.83 0.81 0.64 不整方形 0.22 0.30 0.08 0.72 楕円形

65P 0.84 0.77 0.49 楕円形 0.29 0.23 0.07 0.56 楕円形

66P 0.75 0.93 0.69 楕円形

67P 1.08 0.84 0.76 楕 円形 0.46 0.42 0.15 0.91 不整楕円形
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67Pは、東西径1.08m、北南径0.84m、深さ0.76mあり、惰円形をなしている。柱穴底は皿状

をなしており、壁はほぼ垂直に立ち上がっているが、北壁では底より 0.35mの所から柱穴掘り口

部にかけて緩やかに立ち上がっている。柱穴底の中央部には、柱根部と考えられる小 pitがある。

この小 pitは、東西径0.46m、北南径0.42m、深さは柱穴底より 0.15mで柱穴掘り口部からは

0.91mあり、不整楕円形状をなしている。小 pitの底は皿状をなし、壁はほぼ垂直に立ち上がっ
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ている。また、この小 pit掘り口部より約0.10mの所に稜を有し、小 pitの底へと下降している。

出土遺物としては、土師器の杯型土器や同破片が検出された。杯型土器としては、 No86の遺物

が唯一の遺物である。他の遺物は、全て小破片である。時期は、国分期に比定される。

第15表 第 6号掘立建物址出土遺物一覧表

（色塁
器形 残 状 器測（ミリ） 形態上の特徴 手法上の特徴 器｝状 焼胎

＼成

6H 甕 底部片 底径 9 2 上底ぎみの底部より、 ロクロ整形を施す。 褐色でti 釉•
62 ゆるやかに外反するラ 緻密

陶器 残高 1 8 インを示すと思われる。 堅固

第22図 第6号掘立建物址出土遺物実測図

9 第 7号掘立建物址

この遺構は、調査区の南西端で第 5号掘立建物址の南西方向で確認され、 N-45°-Wに主軸を

有し北面と南面が各 2間で東面と西面各 3間の 4X2+2=10本、からなる第 7号掘立建物址で

ある。

北面径3.84m (70Pと71P間は2.10m、71Pと72P間は1.74m)、東面径5.28m (72Pと73P間

は1.83m、73Pと74P間は1.70m、74Pと75P間は1.74m)、南面径3.85m (75Pと76P間は1.80

m、76Pと77P間は2.05m)、西面径5.27m (77Pと78P間は1.72m、78Pと79P間は1.70m、79

Pと70P間は1.85m)、各々有している。こうすると、東面の5.28mに対し西面は5.27mあり、差

はO.Olmでほぼ対比している。

これを各柱間で見ると、 72Pと73P間の1.83mに対し70Pと79P間は1.85mであり、差は0.03

mある。 73Pと74P間の1.70mに対し79Pと78P間は1.70mであり、対比している。 74Pと75P

間の1.74mに対し78Pと77P間は1.72mであり、その差は0.02mである。このように、東面と西

面の各柱間は差こそ認られるが差は非常に小さく、一定の規格性を認ることが出来る。

北面と南面では、 70Pと71P間の2.10mに対し77Pと76P間は2.05mであり、その差は0.05m
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である。 71Pと72P間の1.74mに対し76Pと75P間は1.80mであり、その差は0.06mである。こ

のように、北面の西側と南面の西側は、その柱間の差が小さくほぼ同間隔と判断され、北面東側

と南面東側においても差は小さく北面と、ほぼ対比しているものと考えられる。次に各柱穴につ

いて述べる。

70Pは、北南径0.99m、東西径0.90m、深さ0.74mあり、隅丸方形状をなしている。柱穴底は

平担で、壁はほぼ垂直に立ち上がっている。柱根は、柱穴のほぼ中央部で確認された。 71Pは、
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東西径0.81m、北南径0.79m、深さ0.76mあり、不整楕円形状をなしている。柱穴底は皿状をな

しており、壁は底より 0.50m上方までほぼ垂直に立ち上がっているが、ここから柱穴掘り口部ま

では斜めに立ち上がっている。また、柱根は柱穴の中央やや北側で確認された。

72Pは、東西径1.10m、北南径0.94m、深さ0.80mあり、惰円形をなしている。柱穴底は平担

であり、楕円形をなしている。東壁、北壁、南壁では底から0.30m上方の所まで緩かに湾曲しな

がら立ち上がっているが、ここから柱穴掘り口部まではほぼ垂直に立ち上がっている。また、西

壁においては柱穴底の付近で0.06m程度壁内に入り込んでいる。なお柱根は、柱穴の中央やや南

西部で確認された。

73Pは、東西径1.llm、北南径0.98m、深さ0.64mあり、隅丸方形状をなしている。柱穴底は

皿状をなし、壁はほぼ垂直に立ち上がっている。また、柱根は柱穴の中央やや南西部で確認され

た。 74Pは、東西径0.89m、北南径0.69m、深さ0.78mあり、不整方形状をなしている。柱穴底

は平担であり、北東壁、北壁、西壁では緩かに立ち上がっているが、東壁、南壁では柱穴底より

0.23mの所まで緩かに立ち上がっているが、ここから柱穴掘り口部までは斜めに立ち上がってい

る。また、柱根は柱穴の中央やや南西部で確認された。

75Pは、東西径0.70m、北南径0.80m、深さ0.75mあり、隅丸方形をなしている。柱穴底は皿

状をなし、南壁は斜めに立ち上がっているが北壁、東壁、西壁ではほぼ垂直に立ち上がっている。

柱根は、柱穴の中央やや北西部において確認された。 76Pは、東西径0.97m、北南径0.80m、深

第16表 第 7号掘立建物址柱穴一覧表

柱 穴 部 (ml p i t部 (ml 

仰． 東西径 北南径 深 さ 形 状 東西径 北南径 深さ 1 深さ 2 形 状

70P 0.90 0.99 0.74 隅丸方形

71P 0.81 0.79 0.76 不整楕円

72/' 1.10 0.94 0.80 楕 円形

73P 1.11 0.98 0.64 隅丸方形

74P 0.89 0.69 0.78 不整方形

75P 0.70 0.80 0.75 隅丸方形

76P 0.97 0.80 0.75 楕 円形 0.30 0.33 0.07 0.82 方 形

77P 0.95 1.15 0.73 楕円形 0.20 0.28 0.04 0.77 楕円形

78P 0.68 0.81 0.62 楕円形 0.12 0.10 0.04 0.66 楕円形

79P 1.10 1.08 0.64 不整方形 0.21 0.17 0.05 0.69 楕円形
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さ0.75mあり、楕円形をなしている。柱穴底は皿状をなし、壁は斜めに立ち上がっている。柱穴

底の中央部には、柱根部と考えられる小 pitがある。この小 pitは、東西径0.30m、北南径0.33

m、深さは柱穴底より0.07mで柱穴掘り口部からは0.82mあり、方形状をなしている。小 pitの

底は平担であり、壁は斜めに立ち上がっている。

77Pは、東西径0.95m、北南径1.15m、深さ0.73mあり、楕円形をなしている。柱穴底はほぼ

平担であり、北壁と東壁では底から0.37mの所までは緩やかに立ち上がっており、ここから柱穴

掘り口部まで斜めに立ち上がってている。南壁では、柱穴底から柱穴掘り口部までほぼ垂直に立

ち上がっており、・西壁では底から0.37mの所までほぼ垂直に立ち上がっているが、ここから柱穴

掘り口までは緩やかに立ち上がっている。また、柱穴底の北西部には柱根部と考えられる小 pit

がある。この小 pitは、東西径0.20m、北南径0.28m、深さは柱穴底より0.04m柱穴掘り口部か

らは0.77mあり、楕円形をなしている。小 pitの底は平担であり、壁は斜めに立ち上がっている。

78Pは、東西径0.68m、北南径0.81m、深さ0.62mあり、楕円形状をなしている。柱穴底は皿

状をなし、壁は斜めに立ち上がっている。柱穴底の北東部には、柱根部と考えられる小 pitがあ

る。この小 pitは、東西径0.12m、北南径0.10m、深さは柱穴底より、 0.04mで柱穴掘り口部よ

り0.66mあり、楕円形をなしている。小 pitの底は平状をなし壁は斜めに立ち上がっている。

79Pは、東西径1.10m、北南径L08m、深さ0.64mあり、不整方形状をなしている。柱穴底は

皿状をなし、壁はほぼ垂直に立ち上がっている。柱穴底の中央部には、柱根部と考えられる小

pitがある。この小 pitは、東西径0.21m、北南径0.17m、深さは柱穴底より 0.05mで柱穴掘り

口部より 0.69mあり、楕円形をなしている。小 pitの底は皿状をなし、壁は斜めに立ち上がって

いる。

出土遺物としては、土師器杯型土器の小破片が検出されただけで、時期決定及決定可能な遺物

は検出されなかった。

第17表 第 7号掘立建物址出土遺物一覧表

器形 残 状 器測（ミリ）
（色調

形態上の特徴 手法上の特徴 器状焼胎士
＼成

7H 坪 底部 3分 底径 6 6 平底部より外屈ぎみに 底部でヘラ切り後、周 淡褐色

63 の 1片 移行するラインを示す 縁でヘラナデ、その他 緻密

土師 残高 l 5 ものと思われる。 でロクロ整形を施す。 堅固

64 不明 底部 2分 底径 8 4 平底部より外屈ぎみに 底部でヘラナデ、その 褐色

の 1片 移行するラインを示す 他でロクロ整形を施す。 緻密

土師 残高 ， ものと思われる。 硬質
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63 

第24図 第7号掘立建物址出土遺物実測図

10 第 8号掘立建物址

この遺構は、第 1号住居址と重複しており、かつ第 4号掘立建物址との中間で確認され、 N-

35•-wに主軸を有し 3X2+2=8 本の柱穴よりなる第 8 号掘立建物址である。また、この遺構

は、旧校舎時代における基礎の為80P、81P、82P、83P、87Pの各柱穴上部が破壊され、 84P

と85Pは第 1号住居址と重複している。

北面径4.50m (80Pと81P間は2.62m、81Pと82P間が1.88mである。）で、束面径は3.90m 

(82Pと83P間は2.13mで、 83Pと84P間は1.77mである。）である。南面径は4.59m (84Pと85

P間は2.35mで85Pと86P間が2.34mである。）で、西面径は3.90m (86Pと87P間が1.58mで87

Pと80P間が2.32mである。）だけ、各々有している。こうして見ると、北面と南面に多少の差は

あるものの各面とも対比していると考えられ、一定の規格性を認めることが出来る。これを各柱

間で見ると、 80Pと81P間の2.62mに対し86Pと85P間は2.34mであり、 0.28mだけ北面が広く

なっている。 81Pと82P間の1.88mに対し85Pと84P間は2.35mであり、 0.47mだけ南面が広く

なっている。このように、北面中央の柱穴 (81P) と南面中央の柱穴 (85P) とでは、その柱間

は逆の柱間を示している。これに対し東面と西面では、 82Pと83P間の2.13mに対し80Pと87P

間は2.32mであり、 0.17mだけ西面が広くなっている。 83Pと84P間の1.77mに対し87Pと86P

間は1.58mであり 0.19mだけ、東面が広くなっている。このように、東面・西面においても前者

と同様逆の結果が得られたが、北面と南面の誤差より小さい誤差であるため、ほぼ対比している

ことと考えられる。総対的に見ると、各面は共に対比していると考えて良いであろう。次に各柱

穴について述べる。

80Pは、東西径0.97m、北南径0.90m、深さ0.65mあり、隅丸方形をなしている。柱穴底は、

少々凸凹を有するものの比較的平担であり、壁は斜めに立ち上がっている。柱穴底の西側には、
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柱根部と考えられる小 pitがある。この小 pitは、東西径0.25m、北南径0.29m、深さは柱穴底

より O.llmで柱穴掘り口部からは0.76mあり、隅丸長方形状をなしている。小 pitの底は小さく

皿状をなしており、壁は緩やかに立ち上がっている。柱は上層から、 この小 pitの部分で確認さ

れた。 81Pは、東西径0.90m、北南径1.02m、深さ0.60mあり、北南にやや長い隅丸方形状を里

している。柱穴底は皿状を呈しており、壁は緩やかに立ち上がっている。柱穴底の北東部には柱
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第25図 第 8号掘立建物址実測図
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根部と考えられる小 pitがある。この小 pitは、東西径0.34m、北南径0.25m、深さは柱穴底よ

り0.07mで柱穴掘り口部からは0.67mであり、長方形状をなしている。小 pitの底は、平担であ

り壁は緩やかに立ち上がっている。柱は、この小 pitの部分から柱穴北西部にかけて確認された。

82Pは、東西径0.93m、北南径0.75m、深さ0.62mあり、楕円形をなしていな。柱穴底は、ほ

ぼ平担であり壁は緩やかに立ち上がっている。柱は、土層から柱穴のほぼ中央で確認された。

83Pは、東西径0.84m、北南径0.84m、深さ0.65mあり、楕円形を呈している。また、北東部

は0.15m程度突出している。柱穴底は平担であり、壁は掘り口に向って斜めに立ち上がっている。

84Pは、東西径1.05m、北南径1.02m、深さは推定で0.68mであり、隅丸方形をなしている。

柱穴底は、二段となっているが共に平担であり壁はほぼ垂直に立ち上がっている。柱は、柱穴に

北東部にあったことと推定される。 85Pは、東西径0.98m、北南径0.95m、深さは推定で0.60m

あり、不整円形状を呈している。柱穴底は皿状をなしており、壁はほぼ垂直に立ち上がっている。

柱は、柱穴の南東部にあったことと考えられる。

86Pは、東西径0.98m、北南径1.02m、深さ0.65mあり、隅丸方形状を呈している。柱穴底は

やや皿状をなしており、東壁・南壁では緩やかに立ち上がっているが、北壁と西壁ではほぼ垂直

に立ち上がっている。柱は、その土層から柱穴の北西部で確認された。

87Pは、東西径0.85m、北南径0.82m、深さ0.48mあり、隅丸方形をなしている。柱穴底は平

担であり、壁は斜めに立ち上がっている。柱は、その土層から柱穴の北東部で確認された。

出土遺物としては、土師器杯型土器小破片、須恵器小破片などが検出されたが、時期決定可能

な遺物は検出されなかった。

第19表第8号掘立建物址柱穴一覧表

柱 八,-,.... 部 (m) p i t部 (ml 

筋． 東西径 北南径 深 さ 形 状 東西径 北南径 深さ 1 深さ 2 形 状

80P 0.97 0.90 0.65 隅丸方形 0.25 0.29 0.11 0.76 隅丸長方形

81P 0.90 1.02 0.60 隅丸方形 0.34 0.25 0.07 0.67 長方形． 
82P 0.93 0.75 0.62 楕 円形

83P 0.84 0.84 0.65 楕円形

84P 1.05 1. ⑫ (0.68) 隅丸方形

85P 0.98 0.95 (0. 60) 不整円形

86P 0.98 1.02 0.65 隅丸方形

87P 0.85 0.82 0.48 隅丸方形
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11 第 9号掘立建物址

この遺構は、第 1号住居址の南方において確認された。 2本の柱穴以外、調査区域外や攪乱た

め不明であるが、本来は 3X2+2=8本の柱穴からなる掘立建物址と考えられる。 91Pと92P

間は2.00mであり、北面の柱と柱間であり、その柱間の数値は第 2号掘立建物址北面の柱間と同

数値である。 したがって、 この第 9号掘立建物址は前述のように 3X2+2=8本の柱穴よりな

る掘立建物址と考えられる。

91Pは、東西径.0.93m、北南径0.90m、深さ0.61mあり、不整方形状を呈している。底はほぼ

平担であり、壁はほぼ垂直に立ち上がっている。柱根は、柱穴の中央やや西側でその土層から確

認された。

92Pは、東西径0.84m、北南径0.88m、深さ0.49mあり、隅丸方形状を呈している。底は平担

であり、北東壁から南壁にかけてはほぼ垂直に立ち上がっているが、北西壁から南壁にかけては

緩かに立ち上がっている。柱根は、柱穴の中央よりやや南側でその土層から確認された。主軸は、

N-32°-Wにあるようである。

01 
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第26図 第 9 号掘立建物址•第 1 号・第 2 号柱穴実測図
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遺物は、土師器の小破片が検出されたが、時期決定は不可能である。

第19表第9号掘立建物址柱穴一覧表

柱 穴 部 p i t部

約． 東西径 北南径 深 さ 形 状 東西径 北南径 深さ 1 深さ 2 形 状

91P 0.93 0.90 0.61 不整方形

92P 0.84 0.88 0.49 隅丸方形

小結 一掘立建物址について一

今回の調査で確認された 9基の掘立建物址を分類すると、 2間X2間で方形をなす掘立建物址

は5基 (1号掘立建物址・ 2号掘立建物址.3号掘立建物址.6号掘立建物址.8号掘立建物址）

であり、 2間X3間で長方形をなす掘立建物址は 3基 (4号掘立建物址.5号掘立建物址.7号

掘立建物址）である。前者を I式・後者を II式として述べる。

o I式掘立建物址

この系列に分類される掘立建物址は前前記の如く 5棟あるがこれを主軸から見ると、 1号がN

-27'-W、2号がN-41°-W、3号がN-30°-W、6号がN-35°-W、8号がN-35°-W、とい

った方向に主軸を有しており北西方向を向いている。角度から見ると、 6号と 8号が同一方向で

3号がこれより 5゚ 東側に向いている。最も西側に位謹するのが2号であり、最も東側に位謹する

のが 1号である。このように、 l式ではその角度から 6号と 8号が同一時期に建てられたようで

あり、この次に来るのが3号であろうし、 1号と 2号が前記の二掘立建物址の前後に来るのでは

あるまいか。

次に柱配置から見ると、各掘立建物址の各 4面径は各々異なった数値を示しているが、これの

柱配謹を見ると三類に分類出来るようである。つまり、東面と西面が対比しているのに対し北面

と南面とは逆の柱配置をなしている掘立建物址 (2号、 3号、 8号）と、 4面の柱配謹がほぼ対

比している掘立建物址 (6号）があり、前者を I類とし後者を II類とすることが出来るであろう。

I類に入る 3掘立建物址のうち、東面と西面は対比しているが北面と南面は逆の柱配置をなし

ている。つまり、北面西側の柱間は広くなっているが東側の柱間は狭くなっているのに対し、南

面西側の柱間が狭く東側の柱間が広くなっている、といった柱配謹の掘立建物址であり、この柱

配置を持つのは 3号・ 8号の 2掘立建物址である。なお、 2号掘立建物址は北面と南面の柱配置

は逆であるが、前記の 2掘立建物址とは逆の柱配置を示している。つまり、 2号掘立建物址の北

面は西側柱間が狭く東側の柱間が広くなっているのに対し、南面西側が広く東側が狭くなっている。
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II類に入る掘立建物址は、第 6号掘立建物址である。この掘立建物址は、東面と西面は I類と

同様であるが、北面と南面は I類とは異なっている。つまり、北面西側の柱間が東側より％程度

広くなっている。南面も北面と同様である。

以上が、 I式に入る掘立建物址の概要である。これを、以上の結果から時期別に配列するなら

ば、 6号と 8号がI類と 1I類との差はあるが同一方向であるため、同一時期に建てられたと考え

られ、 2号と 3号が前者 2掘立建物址と相前後して建てられたものと考えられる。なお、第 1号

掘立建物址は l式に含まれるようであるが、 I類か 1I類か不明でありその建立時期は 2号・ 3号

と同一時期と考えられる。

。II式掘立建物址

この II式掘立建物址は、前にも述べたが2間X3間からなる掘立建物址で 4号、 5号、 7号、

の3掘立建物址である。これらの柱配殴は、各掘立建物址共同様の配殴であり I式ほどの差は認

められなかった。共通した点といえば、 3間に当る面での中央柱間が各掘立建物址共ほぼ共通し

ている点である。

これを、掘立建物址の向きから見ると、北面と南面に 3間があるもの～つまり、東西方向に長

径があるもの～と、南北方向に長径があるもの、とがある。前者には 4号と 5号の 2掘立建物址

があり、後者には 7号が相当している。

次に、これら 3掘立建物址の方向を見ると 4号掘立建物址はN-31°-Wであり、 5号掘立建物

址はN-37°-Wで、 7号掘立建物址がN-42°-Wである。こうして見ると、 4号と 5号との差は

6゚ でありほぼ同一時期と考えられ、この前後に 4号が建てられたようである。また、出入口及窓

的施設は、 2間の部分に設けられたのではなかろうか。

o I式.II式における時期について

以上まで、各形式について述べて来たが、掘立建物址群であるため時期的な問題が最も重要で

あろうし、今まで述べて来た掘立建物址の前後関係で良いのであろうか。これを解決するのは、

各掘立建物址の主軸にあるようである。しかし、各掘立建物址共第 1表に示した如く同一方位は

6号と 8号だけであり、他は全て異なっているが、以下に一応まとめて見るならば、 N-30°-W

から N-35°-W以内に主軸を有するものは 3号、 4号、 9号の 3掘立建物址である。これを、仮

に時期Aとする。次に来るのが、 N-35°-Wから N-37°-W以内に主軸を有する 5号、 6号、 8

号の 3掘立建物址であり、仮りに時期Bとする。 N-40°-Wから N-41°-Wに主軸を有する 2号

と7号が、仮りに時期Cとすると、 A、B、C、といったような三期に分類することが出来るの

ではあるまいか。また、 B期の 5号掘立建物址で55Pと58Pから、国分期に比定される土師器が

検出されているため、このB期に含まれる掘立建物址は国分期と判断して良いのではなかろうか。

とすれば、 A期と C期の時はこれら 2期に含まれる各掘立建物址の各柱穴から検出された土師器
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片、などから判断してB期と同様国分期と推定される。また、第 1号掘立建物址はN-27°-Wに

主軸を有しているが、ほぼ国分期と判断されるし、第 9号掘立建物址は第 1号住居址を切ってい

るため、第 1号住居址（国分期）より新しいことは誤りないが、国分期より新しいか不明である

が、その主軸から A期に含めた次第である。なお、今回の調査で確認されたことであるが、柱は

柱穴の中央部にかならずしも建てられなかったようであり、柱穴内に柱を建てた後地上面で多少

柱の位履を変更しながら建てたようである。また、瓦及瓦片は一点も検出されなかったため、切

妻造りで屋根を構成し、屋根は板・木の皮などで屋根を覆っていたのではなかろうか。用途とし

ては、高床式の倉庫か住居と考えられる。

以上が、今回の調査で確認された掘立建物址についての考察であるが、より広範囲での調査結

果が得られるならば、前記の諸問題が解明することと考えられる。

（藤原均）
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12 第 1号溝状遺構

本址は、遺跡内南を横断する溝状遺構であり、第 4号掘立柱建物址、第 3号溝状遺構をカット

し、第 2 号溝状遺構• 第4号土攘にカットされる関係にある。

遺構は、 4Kより 6Jに磁北に向かい、 N-34°-Eに曲がり 9Iに貫通しでおり、幅l.40m-

2.00m、深さ60cm程のU字状中央部と、その両側に、幅15cm-50cm、深さ20cm程の段部を有して

いる。落ち込み面は、緩くやや硬質の壁状を呈し、底面も同様な状態を呈しているが、凹凸も著

るしく 11のピット状部分を認めたが、ピット間に意図性はないようである。溝内は、 6層以上の流

入士層に覆われるが、その流入は一定しておらず、煩雑な埋没状況が知られる。

遺物は、底着のものはなく、本遺構に伴なうと思われるものはなかったが、報告の覆土中の出

土遺物は、本跡ないしはその周辺の歴史時代を反映するものとして示めした。 （江尻）
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第20表 第 1号溝状遺構出土遺物一覧表

器形 残 状 器測（ミリ） 形態上の特徴 手法上の特徴
（色調

器状胎土
＼焼成

lM 坪 底部 底径 6 0 上底状の底部より、ゆ 底部で回転ヘラ切り、 赤褐色
65 るやかに立ち上がるラ その他でロクロ整形を 緻密

土師 残高 1 8 インを示すと思われる c 施す。 堅固

66 杯 底部 底径 8 0 平底部より急激に立ち 底部でヘラナデ、その 暗褐色で内黒
上がるラインを示すも 他でロクロ整形を施し 緻密

上師 残高 1 8 のと思われる。 た後、黒彩処理を行う， 堅固

67 :I不 底部 底径 7 4 中央で厚い底部より、 底部・周縁でヘラナデ、 赤褐色で二次加熟
ゆるやかに移行するラ 施その他でロクロ整形を 密

土師 残高 1 2 インを示す。 す。 堅固

68 杯 4分の 1 口径 1 2 6 平底部より急激に直上 底部でヘラナデ、その 褐色
片 底径 9 0 し立ち上がり口唇でや 他でロクロ整形を施すc 緻密

土師 器高 3 3 や外反するラインを示す。 堅固

69 坪 口縁20分 口径 1 3 6 ゆるやかに立ち上がり ロクロ整形後、朱書を 暗褐色で朱書
の 1片 中位より内屈ぎみに外 施す。 緻密

土師 残高 3 7 反するラインを示す。 堅固

70 坪 底部 3分 底径 7 6 平底の底部以外不明。 底部でヘラナデの後、 赤褐色

の 1片 刻み文字を施す。 緻密

土師 残高 7 堅固

71 杯 上部 3分 口径 1 2 0 ゆるやかに中位まで移 ロクロ整形を施す。 灰褐色

の2片 行し、内屈ぎみに外反 緻密

残高 3 3 するラインを示す。 堅固

72 坪 底部片 裾径 7 4 やや外反ぎみの高台部 底部でヘラナデ後、着 褐色
（付高台） より、ゆるやかに移行 り付けの高台を設け、 緻密

土師 残高 1 9 するラインを示す。 堅固

73 （紅入） 完形 口径 3 3 平底部より、外反ぎみ 手捏で糸切りを施す。 赤褐色

底径 2 2 に直上するラインを示 緻密

手捏土器 器高 2 0 す。 硬質

74 甕 口縁部20 裾径 27 9 裾上下に突き出しをも ロクロ整形を施す。 灰褐色

分の 1片 つ斜めの端部より、ゆ 緻密

須恵 残高 2 3 るやかに移行する。 堅固

75 曾瓦 口縁部 口径 26 7 ゆるやかに直上し、頸 内面・ 把つ手でヘラナ 暗褐色でスス着
部下に個数不明の把つ デ、口唇で横ナデ、表 密

土師 残高 9 7 手を設ける。 面で叩き目を施す。 硬質

76 碗 口縁部 口径 1 6 4 ふくらみをもつ口唇下 ロクロ整形後、緑釉を 緑彩
で凹帯、内面で凸帯を 施す。 緻密

陶器 残高 4 1 もち下降する。 堅固

77 （土不） 底部 底径 8 4 周縁より上底状の底部 ロクロ整形後、一部に 淡褐色で一部白彩
をもち、ゆるやかに移 白彩を施す。 緻密

陶器 残高 1 2 行するラインを示す。 堅固

78 （杯） 胴部片 不明 不明 流線文を施した後、茶 灰褐色
褐色の彩を施す。 緻密

陶器 堅固
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13 第 2号溝状遺構

本址は、遺跡北東境を貫通する溝状遺構であり、第 1・3号掘立柱建物址、第 1号溝状遺構、

第 5~7号土攘をカットし、第 4号土攘にカットされる関係にある。

遺構は、 9Kより 9GまでN一44°-wに向かい、 N-54°-Wに曲がり 9Dに通る、幅40cm-60

cm、深さ60cm~70cm程のV字に近い中央部と、西岸のみに、幅30cm~90cm、深さ30cm程の段を有

している。落ち込み面は、急でやや硬質の壁状を有し、段部の緩い面に 9ケ所の列状のピットを

伴なうが、その意図は不明である。底面は、堅固な20cm程の凹面が平担な状態で全通している。

遺物は、底着のものはなく、全体に縄文土器片を中心とした少量の出土があったが、報告のも

のは、その内より歴史時代のもののみ示した。（江尻）

第21表 第 2号溝状遺構出土遺物一覧表

状 ~ 器
測（ミリ） 形態上の特徴 手法上の特徴 器

調
土
成

色
胎
焼

（

＼

 

状

""  . 

8 6 i垂直の高台部より、外

反するラインを示すも

1 8 Iのと思われる。

径裾

2 1 

底部でヘラ切り後、高

台を設け、内面でヘラ

ミガキを施す。

色

密

固

褐
緻
堅

垂直な付高台より、外

反するラインを示すも

のと思われる。

底部で糸切り後、端部

で高台を設け、内面で

ヘラミガキを施す。

色褐

密

質

暗
緻
硬

高

7 4 i上底ぎみで低い壇をも 底部でヘラ切り後、端

16 ! 噂胃fiと冒言。IJ::贔i~面ロク
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14 第 3号溝状遺構

本址は、遺跡中央やや南に鉤状に見られる溝状遺構であり、第 5号掘立柱建物址をカットし、

第 1号溝状遺構にカットされる関係にある。

遺構は、 6Iより 8GにN-44°-Wをとり、 8Iに直角に曲がる皿状の状態を示めすが、幅80

cm~20cmと続く中央部が、現在では深さ20cm~5cmと浅い状態であるが、本来の遺構部分と思わ

れる 3 その東では旧校舎廃棄時の攪乱が底面下に及んでおり、壁状などは不明であるが、第 1

号溝状遺構にカットされた部分を含めて、コの字ないしは口の遺構プランを有したようである。

遺物は、底着のものはなく、わずかに歴史時代の片が得られたが、第 5号建物址との関係もあり、

本址に伴なうものかは疑問である。

3M 
82 

83 

第22表 第 3号溝状遺構出土遺物一覧表

器形 残 状 器測（ミリ） 形態上の特徴 手法上の特徴

坪 底部片 裾径 6 2 外反ぎみの付高台より、 底部・問縁でヘラナデ

（付扁台） ゆるやかに移行するラ 後、付高台を設け、内

土師 残高 2 4 インを示すと思われる。 面でヘラミガキを施す。

坪 底部 4分 裾径 不明 外反すると思われる高 底部でヘラ切り後、衛

（付高台） 台部より、急激に直上 台を設け、内面に黒彩

土師 残高 2 5 するラインを示す。 表面に墨書を施す。

第31図第 3号溝出土遺物実測図

小結

（色調
器状胎上

＼焼成

褐色で二次加熟

緻密

堅固

褐色で内黒・墨書

緻密

堅固

今回調査では、 3溝状遺構が検出されたが、いずれも、時代を決定すべき底着の遺物出土は見

られず、その性格は不明である。

しかし、前回の「桑納前畑遺跡」に見られた多くの溝状遺構と共通した使用がなされたと思わ

れ、根拠はないが第 3号溝状遺構以外はI中近世の所産のもののようである。

（江尻和正）
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15 第 1号土砿

この遺構は、第 8号掘立建物址の北東方向で確認され、東西径1.87m、北南径2.OOm、深さ

0.45mあり、 N-65°-Eに主軸を有し隅丸方形をなす第 1号士砿である。底は凹凸があり一定で

はなく、皿状を呈している。北壁と東壁はほぼ垂直に立ち上がっているが、南壁と西壁は緩かに

立ち上がっている。土層は、 3層が基本でレンズ状をなしている。遺物は 1点も検出されなかっ

た。 （伊藤）

16 第 2号土塩

この遺構は、第 1号士坑の北東において確認され、東西径2.75m、北南径2.00m、深さ1.04m

あり、 N-35°-Wに主軸を有し隅丸長方形をなす第 2号士拡である。底は皿状をなしており、

北壁、東壁、西壁では緩かに立ち上がっているが、ここから土址掘り口部までは斜めに立ち上が

っている。士層は、 3層が基本でありレンズ状をなしている。また、遺物は 1点も検出されなか

った。（伊藤）
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17 第 3号土t広

この遺構は、第 2号掘立建物址の22Pと重複して確認され、 22Pを切って造られている。大き

さは、東西径2.60m、北南径3.12m、深さは土坑中央で0.40mあり、 N-14°-Eに主軸を有し楕

円形をなす第 3号士拡である。底は 2段よりなり、南側の底は皿状をなしており、北側の底は斜

めになっているが、ほぼ平担である。深さは、南側が0.40m、北側が0.25mである。壁は、緩や

かに立ち上がっている。土層は 3層よりなり、レンズ状をなしている。また、遺物は 1点も検出

されなかった。（伊藤）

／／ B
 

叫

A
 _
 

_A_ 22,70011 1a・ k
_
 

" 

る

8

~ 一
第34図第3号土拡実測図

- 73 -



18 第 4号土砿

この遺構は、第 1号溝と第 2号溝の重複部で確認され、東西径2.34m、北南径3.55m、深さ0.68

mあり、 N-42°-Wに主軸を有し隅丸長方形をなす第 4号土坑である。底は皿状をなし、北壁と

南壁はほぼ垂直に立ち上がっているが、東壁では底から0.15mの所まではほぼ垂直に立ち上がっ

て、ここから土士広掘り口部までは斜めに立ち上がっている。西壁では、底から0.30mの所までは

ほぼ垂直に立ち上がっているが、ここから土砿掘り口部までは斜めに立ち上がっている。土層は、

4層よりなりレンズ状をなしている。また、遺物は 1点も検出されなかった。（伊藤）

」
（

ー

ー‘,’こ

2M 

A ー 22,soo,.

ml 

「l「

~
 

ー
~

1M 

I A' --之
•• 
E
 

い

r

...£ml 

ta. 1M 

ー・d
第35図第 4号土砿実測図

- 74 -



19 第 5号土拡

この遺構は、第 3号掘立建物址の北西方向で、第 2号溝と重複し第 2.号溝に切られて確認され

た。大きさは、東西径3.45m、北南径0.88m、深さ1.05mあり、隅丸方形状をなす第 5号土拡で

ある。底は平担であり、壁はほぼ垂匝に立ち上がっ ている。また、遺物は 1点も検出されなかっ

た。（伊藤）

20 第 6号土塩

この遺構は、第 5号土拡の北西方向で確認され、第 5土拡と同様第 2号溝に切られて確認され

た。東西径3.55m、北南径1.82m、深さ 1.15mあり、 N 52° - -wに主軸を有し隅丸方形をなす第

6号土坑である。底は平担であり、壁はほぼ垂直に立ち上がっている。また、遺物は 1点も検出

されなかった。 （伊藤）
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21 第 7号土塩

この遺構は、第 6 号土址の北西で第 5 号土拡• 第6号土砿と同様、第 2号溝に切られており、

さらに第 1号掘立建物址の14Pとも重複している。大きさは、東西径1.60m、北南径3.25m、深

さ1.15mあり、 N-s1・-wに主軸を有し隅丸長方形状をなす第 7号土砿である。底は皿状をなし

ており、西壁では底から0.28mの所までほぼ垂直に立ち上がっているが、そこから上方では斜め

に立ち上がっている。また、北壁、東壁では、底から0.25mの所に段を有しているが、斜めに立

めに立ち上がっている。なお、遺物は一点も検出されなかった。 （伊藤）
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22 第 8号土拡

この遺構は、第 1号住居址の北東コーナーを切って堀られた状況で確認された。大ぎさは、東

西径1.32m、北南径1.66m、深さは確認された部分だけで0.82mである。一方Rとした面は、第

1号住居址覆土最上面から土砿底まで0.72mある。つまり、この土坑は表土層かその下の黒色士

層（現表士で旧校舎の為、攪乱を受けている）より掘り込まれたようであり、 2遺構からなるが

細部は不明であった。
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土坑の 8Aには、近世の農業用肥料を貯蔵したものと考えられる大甕が、埋設されている。 8

Bの底は皿状をなしているが、大甕の底は土拡の底から約0.05m程度浮いた状態で確認された。

この大甕は、胴部中央以上を欠損しているが、胴部径0.74m XO. 70m、厚0.018m、現存高0.70m、

底部径0.18mである。また、大甕の中からボロボロになって平クワが検出された。 （江尻）

小結

今回調査では、 8土砿が検出されたが、いずれも、時代決定をできる遺物を欠いており、その

性格もまた不明とせざるを得ない。

しかし、 8土砿の構築時期は少なくとも二期に分け得るようで、第 1号掘立柱建物址にカット

される、第 5-7号土砿が歴史時代以前であるのに対し、その他の土琺、特に、第 4・8号土琺

は、第 1・'3号溝状遺構をカットする近世以降の所産であることは明らかなようで、第 8号土城R

の大型甕内の遺物は、近現代のものともできるようである。 （江尻）

23. 第 1・2号柱穴

両址は、ともに 7Kグリットに検出した柱穴であり、当初は 1号住居址に伴なうものと考えた

が、周辺に関連するものが検出できなかった。それぞれ、 52cmX48cm• 深さ 36cm 、 51cmX52cm•

深さ45cmを計り、 N-28°-Wで結べるが、その用途は不明であり、黄褐色土と黒褐色士からなる

覆土中からは、遺物の出土はなかった。

24. 第 3号柱穴

本址は、 5号建物址北東に検出した深い柱穴であり、当初は同址に伴なわれるものと考えたが、

周辺に関連するものが検出できなかったため柱穴とした。遺構は、 56cmX55cm• 深さ73cmを計り、

3層の覆土下層には黒褐色の柱影らしき層を伴なっているが、遺物の出土はなかった

25. 第 4・5号柱穴

両址は、 6エグリットに検出した柱穴であり、当初は、仮21・22番との関係に留意したが、両

址のみが柱穴と判断された。 4号柱穴は、下層に柱影層と思われる層を有しており、調査までに

削平され消滅した遺構の残存部とも考えたが、今回他の柱穴を報告したのには、この点があった

ことを証しておく。遺構は、それぞれ、 78cmX72cm• 深さ 34cm 、 62cmX60cm• 深さ33cmを計り、

N-35°-Wで結べるが、その関係は不明であり、柱穴内より、遺物の出士は見なかった。
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26. 第 6・7号柱穴

両址と、ともに 6Gグリットに検出した柱穴であり、周辺の確認を経ても関連するものを得ら

れなかったため、柱穴として報告する。遺構は、それぞれ、 60cmX60cm• 深さ40cm、47cmX58cm

・深さ25cmを計り、 N-44°-Eで結べるが、その関係は不明であり、柱穴内より少量の縄文片を

得たが、両址に伴なう底着のものではなかった。

小結

今回の調査では、 7柱穴とし用途不明遺構を示めしたが、いずれも、その性格・時代ともに不

明のものである。

（江況）
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27 不明遺構

この遺構は、第 3号掘立建物址内と第 2号溝とに接して確認された。第 2号溝を調査中に確認

され、第 2号溝の上部（西側）を破壊して造られていた。士層は、ローム粒子を含む褐色上（非

常に白っぽい）であり）である、黒色土上層より掘り込まれたようである。

遺構は、 N-59°-Eに主軸を有しており、東西径3.05m、北南径1.47m、深さは中央で0.40m

あり、東西に長い長方形をなしている。遺構底は平担であり、壁はほぼ垂直に立ち上がっている。

また、壁に沿って幅0.18m、深さは遺構底より 0.05mでローム上面からは0.40mあり、全周して

いる壁濠がある。この溝は、溝底が丸味を有し濠壁が外返ししている U字溝である。

何かの基礎かと考えられるが、正確な所は不明であるため不明遺構とした。なお、遺物は一点

も検出されなかった。
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28 その他の遺物

本遺跡では縄文式土器の破片が多数検出されたが、そのほとんどが遺構とは直接的に関連せず、

単独で出土する土器片が多く占めた。ここではそれら土器片のうち、文様の鮮明なものを提示し

て説明する。

1、第 1群上器 (1~ 4) 

口縁部を半載竹管の施文具を用いて、縦位に上方より刺突して条線文を施し、胴部は貝殻を使

った波状文と、ヘラ状施文具で連続して刺突した三角文とを、数段にわたって交互に施文した土

器である。 1~4は同一個体の土器で、その器形は深鉢形と思われる。焼成は良好で、色調は淡

赤褐色を示し、胎土には砂を含む。本群は東関東に分布する、縄文時代前期末葉の浮島m式に比

定される。

2、第 2群上器 (5~ 6) 

隆帯に沿って、半載竹管の施文具で連続刺突した爪形文を施した上器を特徴とする。 5は口縁

部の上器片で、断面台形の造り出し隆帯が口縁に沿って付し、その隆帯に沿って爪形文を施し、

また口唇部にも同様の文様を施している。土器の内面には断面台形の造り出し隆帯が、口縁に沿

ってあるのみである。 6の胴部士器片は、隆帯に沿う沈線を隔て爪形文を、上下両側に施してい

る。焼成は良く堅緻で、色調は赤褐色を示す。縄文時代中期前半に当る阿玉台 I式に比定される。

3、第 3群士器 (7~23) 

縄文を地文とした上器を主体とする一群で、縄文時代中期後半に相当する。以下これをさらに

細分して説明加える。

a, 第 l類士器 (7~10、12、14~19) 

太い沈線で文様区画した土器を特徴とし、断面が台形を呈する隆帯をも加わる土器 (8、15)

もこの範疇とした。地文の縄文はRL原体で施文したものの方が多く、施文の方法はまちまちで、

原体を横位回転と縦位回転とを併用して施文した土器も見られる。口縁部では口縁に沿って沈線

区画して無文帯を有し、胴部では縦位に沈線区画して幅の狭い無文帯を有する、いわゆる懸垂文

構成と思われる。焼成は全体的に良く堅緻で、色調は赤褐色が主体的に示し、胎土には砂、ある

いは細砂が含まれ、器面調整は表裏とも良く施されている。

b, 第 2類土器 (11、13、22)

断面が三角形を呈する隆帯によって、文様区画された上器を特徴とする。口縁部は第 1類と同

様に無文帯を有し、 11は口縁から垂下する隆帯が胴部の文様区画する構成を示し、 13は隆帯が口

縁に沿って廻るのみで、胴部は異なる原体を横位回転した羽状縄文を施じている。隆帯は11が造

~81~ 
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り出しで、 13は貼り付けによる。 22はLR原体を縦位回転して縄文を施している。焼成は良く、

色調は灰褐色と黒褐色を示し、胎土には砂を多く含んでいる。

C, 第 3類土器 (21)

細い沈線によって文様区画された土器で、文様帯の縄文はRL原体を横位回転して施文し、無

文帯は第 1類によりも幅広く、文様帯が限られている。器面調整は裏面は良く成されているが、

面は荒れているため文様も不鮮明になっている。焼成は良好で、色調は赤褐色を呈し、胎土には

砂を多く含まれている。

d, 第 4類土器 (20)

半裁竹管の施文具で縦位に引いた条線文を地文に、さらに粘上紐を縦位に貼り付け、指でつま

むように押圧した隆帯の文様を構成する。内面の器面調整は良く成され、焼成は良好で堅く、色

調は赤褐色を呈す。この類の士器は中部地方八ヶ岳山麓を中心とする曽利系の上器で、関東地方

の千葉県下では第 3群土器に希に共伴する。

e, 士器底部 (23)

底径5.3cmを計る底部士器片が 1点検出された。深鉢形土器の小さくつぼんだ、いくらか不安定

な土器と思われる。内部底面は丸底になっている。文様は見当らず、器面調整は良く施され、焼

成は良く堅緻で、色調は赤褐色を呈す。

第 3群土器は文様が縄文を主体として、器厚が1.0cm前後で比較的摩く、縄文時代中期後半の土

器の特徴を示す。その中でも口縁部の文様帯が単純になり、断面三角形の隆帯のあるものも含め

て、加曽利E-III式土器に比定されると思われる。

4、まとめ

以上本遺跡で検出された縄文式土器は、前期末から中期後半にわたり、断続的に在るものであ

った。しかし、遺構から直接的に結びついて出士したものもほとんどなく、また、まとまった資

料も皆無であって、本遺跡における縄文式上器の性格については、ここで言明することをさける

る。最後に検出された縄文式上器の破片の総数を、群別に付記する。第 1群、 9点、第 2群、 2

点、第 3群、 112点であった。

（道沢 明）

参考文献

西村正衛 「茨城県稲敷郡浮島貝ケ窪貝塚」 早大教育学部学術研究15 1966 

西村正衛 「阿玉台式土器編年的研究の概要」 1972 

寺門義範 「茨城県所作貝塚発掘調査報告」 霞ケ浦文化研究会 1975 

睦小学校北方遺跡調査会 「桑納前畑遺跡」 睦小学校北方遺跡調査会 1978 
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N 先土器時代の遺物確認調査

一睦小学校遺跡における立川ローム層について一

睦小学校遺跡では住居址・掘立柱建物址の精査後、先土器時代遺物の確認を目的として発掘区

内に 5甚のトレンチを設定し、先土器時代遺物を包含すると考えられる立川ローム層の発掘調査

を行なった。先土器時代遺物の発見は無かったが、以下は本遺跡における立川ローム層の概要で

ある。

下総台地の地形は高位から下総上位面、同下位面、千葉段丘面に区分され（杉原1970)、本遺跡

の所在する台地は下総下位面にあたり、台地中央部での標高は26m前後、遺跡ではやや低く 22-23

mを測る。本遺跡は学校施設等による攪乱が著しく、場所によっては建物基礎がかなり深く打ち

込まれており、また最表層付近は削平されていると思われる。従って本遺跡における土層はプラ

イマルな状態とはいい難いが、周辺にある露頭と比較した限りでは大差はなかった。

さて本遺跡における立川ローム層は 5層に区分され、その上位には暗褐色士層がのる。ここで

は暗褐色士層を 1層として以下 6層までの特徴を述べておく。

1層……暗褐色土。粗しょうで部分的にはかなり攪乱をうけている。表上と 2層との中間的な

土層である。

2層……いわゆるソフトローム。橙褐色を呈し、粘性に富む。部分的に硬質なロームのブロッ

クを混じえる、層厚約30cm。

3層……いわゆるハードローム。 2層より褐色が強く、粘性に富む。ロームブロックの集塊状

を呈し、縦械にクラックが発達する。ソフト化の進んだ士層である。層犀25cm前後。

4層……硬質なローム。 2層より黄色を帯びた明橙～黄褐色を呈し、枯性に富み極めて硬い。

全体に火山ガラスの多い土層でキラキラする。層中には微細なラピリ、スコリアを少量含み、ま

た本層上限より約10cm下位には粒径 1mm程度の灰白色浮石粒が断続的に認められる。層厚約30cm。

5層……暗褐色土。粘性が強く、やや柔らかい。乾燥すると縦方向にクラ、；クが発達する。層

厚30-40cm。識別の容易な土層である。

6 層…•••やや褐色の強い明橙褐色土。 4 層とほぼ同色、硬質なロームで、層中上位には微細な

ラピリやスコリアを少量含む。層厚約20cm。

本遺跡における立川ローム層の概要は以上の通りであるが、これを下総台地の一般的な層準と

対比してみよう。下総台地における立川ローム層の各層準は鈴木道之助氏によって統ーが試みら

れている（鈴木 1976)。それによれば2層=ill層、 3層=N・V層、 4層=VI層、 5層=W層、
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6層＝＂層となる。このうち 5層 (¥I層）は立川ローム層第2黒色帯 (BB 2)に対比され、 6
あいら

層 (VII層）は立川ローム層最下部である。また 4層中の浮石粒は姶良Tnパミスに由来すると考

えられる。

本遺跡周辺の先土器時代遺跡は八千代市村上込の内、印西町武西北の台、同町船尾白幡などが

知られている。本遺跡からは当該の遺物は確認できなかったが、今後の調査によっては充分予想

し得る所であり、 4層中の灰白色浮石は第 2黒色帯と共に先土器時代編年の重要な鍵層となろう。

（城前）

参考文献

関東第四紀研究会 1974 「横浜市西部発見の丹沢パミスとその直下の泥炭層Cu年代」

『地球科学』 第28巻 1号

杉原重夫 1970 「下総台地西部における地形の発達」 『地理学評論』 第43巻12号

杉原重夫・細野衛・桃木徳博 1976 「国分寺周辺の自然地理」

『南向原一古墳・方形周溝墓・住居址の調査一・J

上総国分寺台遺跡調査報告 II 

鈴木道之助 1976 「地理的環境と立川ローム層の層位一房総における先土器文化の概要と変遷ー」

r研究紀要』 1 

睦小学校北方遺跡調査会 1978 『桑納前畑遺跡一八千代市立睦小学校校舎改築工事に伴う発掘

調査報告書ー』

皿

VI 

I 暗褐色土 V 暗褐色土

（ソフトロームと表土の中間的又は、ロームの表土化した土層） (N層より柔かい、プラウンプラックパンド）

II ソフトローム VI 暗褐色土

（褐色・中粒で帖性があり、部分的にハード・ローム状のプロックを含む） (N層とほぼ同色であるが、＂層よりやや褐色を帯ぴ、層中上位にラピ＇）を含む）

皿 ハード・ロームのプロック状土層 ＂攪 乱

(II層より褐色強く、粘性をもつ）

1V ハード・ローム

(II層より黄味を帯び、微細なラピリ、浮石粒、及び火山ガラス状の細片が混入し 第I43~ 恒!IJ,芍i名t迅＇偽『ロー Lヽ眉＇匿計酉i~り
キラキラする。褐色で粘性があり極めて固い）
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おわりに

今回の調査では、総数29の遺構が検出された。遺構年代はすべてが歴史時代に属し、内容は竪

穴住居址 1基、掘立建物址 9棟、溝状遺構3、土砿8、ピット状遺構 7、不明遺構 1である。

住居址は、保存状態のよいカマドと 4本の柱穴をもち、大きさは378cmX 373cmで隅丸方形であ

った。遺物は土師器と須恵器（長頸壺片、緑釉片）などが検出され、国分期の特徴をもつもので

あった。

掘立建物址 9棟は、柱間 2間X2間の形を 1式とし、 2間X3間の形を11式と分類した。 1式

は5棟、 11式は 4棟あり、いずれもひさしや付属施設らしきものは認められていない。

なお掘立建物址の遺構について、掘立柱建物址という表現もあるが、本報告では、 「掘立建物

址」と便宜上の呼称をした。

溝状遺構は、 3号遺構（北東～南西方向）だけが掘立建物址に続く時期にあり、その他は中近

世に属するものである。

以上の 3種の遺構を年代順に並べれば、住居址が古く、次に掘立建物址が続き、その後に溝状

遺構の 3号がつくられたという構成である。

本遺跡の特徴としては墨書土器が出土したことが第 1にあげられ、次には、竪穴住居から掘立

建物に移行していった過程が推定されるのではないかということである。そしてこの地に集落を

展開した人々は文字を享受できる人々であり、住居は一般住居か、房戸か、あるいはかつての里

長クラスの家かとも想定することができる。

本報告書では国分期の遺構の一例として事実報告を中心としたが、第 3次調査の整理がついた

ところで、第 1次・ 2次・ 3次のすべてを整理統合して考察を試みる予定である。

（付記）

本調査では、睦小学校生徒諸君に調査作業に参加してもらった。その体験記のうちの数編を掲

載することができたのは同校教諭の渡辺明氏のご指導によった。記して謝意を表したい。また、

調査を通じて学習活動に若干ながら寄与することができたことは、その意義は大きなものであり、

調査団にとっても、大変喜ばしいことであった。 （村田一男）
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発 掘
5 年荻原順一

今年の郷土史クラプは、発掘作業をした。土器を洗う作業と、土器を発掘する作業分たんがあ

った。ぼくは、土器洗いのほうに、なった。土器を洗っていると、土器のまわりに、なわのあと

がある土諾や、つきや、いろいろな、もようのある、土器があった。その中の一つにぼくが、は

じめてみた、ぼくしょ土器が、あった。そのうちに、ぼくたちは、土器を発掘するほうにまわっ

た。士器は、なんこかでたけれど、どれもかも、ちいさくて、もようのないものばかりだった。

そんなふうにして発掘作業を、やっていったけれど、とうとう時問がきて、発掘も終わってしま

った。あまりいい土器をほりだせなくて残念だった。でも、ぼくしょ土器やつきやもようのつい

た士器が見られてよかった。

土 器
5年 1組染谷和美

月曜日に朝会で、新校舎を立てる所に、土器がみつかったことを聞き、昼休みに、 5年生全員

で土器を見にいくことになりました。

そして、土器のことをよく知っていらっしゃる人に、話を聞くことになりました。話の中で、

「昔の家のあとがあった」と言うことで、全員でその昔の家のあとの所に行き、かまのあった所の

説明を聞いたり、まわりにいっぱい散らばっているおさらやお茶わんのような形をした土器の話

も聞ぎました。聞いているうちに、昔の人がいろいろ工夫したものが、たくさんあったことを知

りました。

それから、いま私は、まわりにたくさんあった、あなのことを思いだしました。ずいぷん前の

二とだったので、忘れてしまいましたが、まわりにたくさんのあながありました。

でも、私は昔の家のあとやあななどが、ど う し て わ か る の か わ か り ま せ ん で し た が 、 話 を 聞 い

ているうちに、土の色がちがうので、昔の土といまの土が見わけられると言うことを知りました。

そして、 「地そうのような感じになっているのかな。」と思いました。

それから、詰の中で、←土器に字の書いた物があったdときいた時、どのような字で、どんなこと

が書いてあるのだろうと思、いました。そして、一番最後に土器に字を書いた物を見せていただき

ました。形はお茶わんのような物で、字はその外側に書いてあり、ないようはどう言う事なのか

わかりませんでしたが、私は「睦の土地には、まだまだたくさんの昔の様子などがわかるような

牛勿が、あるのではないかなJと思いました。

発 掘
5 年高橋謙司

きょ年、学校のクラブではっくつをした。きっかけはそこに、新校舎をつくるからである。も

ちろんちょうさの手つだいをするのである。クラブの人ずうは23人位。

ちょうさはふたてに、分かれて作業をした。一つは発掘、もう一つは土器洗い。ぼくは洗うし

ごとの方へ行っ た 。 ぼ く 、 じ し ん は 、 発 掘 の方をやりたかったんだけど、先生に言われたので、

しかたがなく土器を洗う方へいった。やってい るうちに楽しくなってきた。いろいろな土器があ

る。なわのあとがあるもの、つまみのあるもの、夫という文字のついたもの、まだいろいろある。

水で洗うからつめたい。だから、ぼくは、バ ケ ツ に 水 を 人 れ て 日 な た に お い た 。 洗 ら っ て い る

うちに「もうあったまったかナJとい った 「まだつめたい」こんどは 1時間位のざらしにしておい

た。いってみた。「少しぬるくなったJさつきまでつかっておいた水をすてて新しいのにかえた。

「いいきもちd 「オーイ」と先生がよんだ。きいてみると「こうたいだ贔と先生がいわれた。

「かんげぎJ二んどはシャベルをもって、発掘している近くに行った。おばさんが「こっち、こっ

ち」とよんだ。ぼくはすぐ喜んでいった。少しづつ少しづつほっていくそれを30回位くりかえし

ていると土器がでてきた。ちいさいのが見つかった。とてもうれしかった。それからほっていく

とまたあった。

さいごに発掘してくれた先生と、きねんしゃしんをとった。このことぱ一生わすれないでしょ

う。

~88~ 



土器
5 年吉橋かおる

わたしたちの学校で、土器がみつかりました。

わたしたちは、土器を見て、むかしの人々はどのようにくらしていたか少しわかったようです。

昔の人々は、字が書 けなかったそうですが、土器の ひ と つ に 字 が 書 い て あ り ま し た 。 わ た し た ち

は、なんと書いてあるのか、ぜんぜんわかりませんが、とてもめずらしい物だといっていました。

それから大きな水がめが見つかりました。わたしはびっくりしました。水がめや字のかいてある

土器がみつかるなんて思っていませんでした。昔の人 々 は 土 器 を 使 っ て 、 生 活 し て い た ん で す ね 。

6年生に、なったら歴史という勉強をします。その中に土器のことが、出てくるかもしれませ

ん。そのとき、わたしたちは、学校でみつかった士器を思い出して、歴史の勉強をするでしょう。

そして、もっと、もっと昔の人々のことを知りたいと、思うでしょう。

昔の生活
5 年桜井久代

今まで、本や事典などで昔の様子を、勉涸してきましたが、二学期の時、じっさいに、昔の土

器を、手にさわれる機会が、やってきました。それ は 、 睦 小 に 新 校 舎 を 建 て る の に 土 の 下 か ら 土

器が出てきたのです。

わたしは、はじめ昔の士器は、大きいのかと思いましたが、じっさいに見てみると、そんなに

大きくありませんでした。わたしの手で、ひとにぎりぐらいです。表面は、ざらざらで、土をさ

わっているみたいです。かたさは、かたくて、おとしたらわれそうです。ほんとうに、じょうぶ

そうです。このような士器を、どのように、何日ぐらいで作ったのでしょうか。

家の大きさは、どのように変化したのでしょうか。じょう文時代の最初と、あとの時代では、

どのぐらいのさがあるだろう。あとの方が、大きいだろうか。それとも、小さいだろうか。どち

らなのでしょうか。

大ぎさがあれば、形もあります。まず、やねの高さはどうだったのでしょうか。わたしは高く

なっていると思います。それは、やねが高いと出入口も高いけれど、低いと出入口が低くなって

出入する時に頭をぶつけてしまうと思うからです。

ねる時はどんな形でねたのでしょうか。足をかかえてねたのでしょうか。それとも足をのば‘し

てすわってぬたのでしょうか。それとも、今のようにしてねたのでしょうか。どれなのかな、そ

れとも、ほかのねかたなのでしょうか。

食べ物には苦労していなかったのでしょうか。賭には木や実があったと思う。鳥やうさぎなど

もいるだろう。けれど、貝や魚はいたのでしょうか。近くの川でとって食べていたのでしょうか。

もしそうだとしたら、食べかすぱどこにすてたのでしょうか。どこかにまとめてすてたのでしょ

うか。

私にはわからないことばかりです。 6年生になると歴史の学習があります。その時にいろいろ

な事を調べてみたいと思います。

今でも、睦から土器が出てきたなんて信じられない 。 今 で ぱ 、 士 器 が 出 て き た 場 所 に 、 校 舎 が

どんどんできあがっていく。今、残っている昔の物も行事も、今までよりずっと大切にして、わ

たしが大人になっても残っていればいいなと思います。

遺跡を見て
5 年池田めぐみ

ある日の午後、学校の古い木造校舎をこわしてはっ く つ し て い る の を 見 学 す る こ と に な っ た の

で、みんなで見にいきました。いろいろなことを説明してもらい、とても勉眸になりました。昔

の茶わんや、家の柱などのあとがはっくつされました。説明のおじさんが、みんなに茶わんを回

してくれました。めすらしいと思ったものは、茶わんに字が書かれているものでした。はっきり

なんと書かれているかはわかりませんでした。おばさんたちがスコップでほっているのを見てハ

たら、茶わんのかけらなどが出てきました。昔の人は、どんな生活をしていたんだろう。私ぱと

ても興味を覚えました。

4年生のころ加曽利貝塚へみんなで遠足へ行きました。縄文時代のすまいがありました。家の

まん中にはいろりがつくられ、屋恨にはけむりを出すあながあり、ゆかIのlすlみId大 Iぎなあなが

ほられていました。そのあなには、物をたくわえたりしたのだろうか。昔の人は、貝を今と同じ

ょうにいろりに火をたいて、にたりやいたりして食べたのだろう。

友達の家の近くに、土器をひろいにいったら、ビニールにたくさん集まりました。中にもたて

じま、横じまがたくさん土器にうってあるものが、兒つかりました。なぜしまをうったのだろう
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う。みんなで話しあったら何かと重なってうつったのかもしれないという結論になった。私もそ

う思う。ぴっくりしたのは、その土器に人の顔のようなものがうつっているのです。スフィンク

スの顔を小さくしたような顔です。

昔のことは、自分の想像の世界に入っていけるし、夢があるから私は好きだ。

学校から出た遺跡
6年 1輯石井償代

私違の学校は歴史の上に立つている。それは、何千年も前に、この土地には小さな村があった

のだ。私達には信じられないが、たくさんの土器が見つかっている。

せと物など、いろんな土器が見つかっている。家のあとは 3・4所帯あって、ねん土でかこん

で作ったかまどがあったり、 4つの柱でささえをしてあったり、それだけでもなんとなく想像で

きる。

昔の人々はたいへんだっただろうな、テレビもないし、マンガもない。おかしだってないし、

ジュースものめない。不自由なくらしをしてたと思う。 1日中狩りをして、子供などは木の実や

きのこをとってきて、そんな物を食べていたんだろう。

もし、病気にかかってしまっても、薬もないし、お医者さんにもみてもらうこともなかっただ

ろう。字だって書けないから手紙も書けない。けれど、よい点もある。勉強をすることも宿題も

ないし、自然の中でのぴのぴとくらせる。

私はタイムマシンにのって、このころの時代に行ってみたい。山々にかこまれたいい所だろう。

川もきれいだろうな、この村をのこしておけばよかったのに。いつごろ村はなくなってしまった

のだろう。もっとふかくほったら、きょうりゅうの骨が出てくるかもしれない。

また、何千年もしたら、この陸小学校の上にもまたなにかが建ってしまうかもしれない。そう

したら、ほって睡小のことをその時代の人に知ってもらいたい。

発くつ作業
6年 2組細野将司

新校舎のできる所をほると、大昔の土器が発見されました。

ぼくたちは、その発くつ作業を見にいきました。見ると、四角くほってある所に高い土の柱が

ありました。その上に土器のかけらがありました。

どうして、このようにしているのかなあと思って、質問してみると、 「高さを変えないで土器

の年代を調べるためですJと言いました。ぼくは、なるほどと思いました。 「この土器があった

時代は、八世紀ごろです。」と、作業をしてる人が話してくれました。そんな古い時代だから、

ふつうの土器の形が残っているはずがないとぼくは思いました。作業の人は、ぼく書土器も発見

されたと言いました。ぼくは、ぼく書土器を、なんとしても見たかったけど、大事な所に保管し

てあるので、ぼくはとても残念でした。何日かたって、ぼくたちは郷土史クラプは、発くつ作業

を手伝いにいきました。

ぼくは土器を洗う係でした。たて目のもようや横目のもよう、あつさのあつい土器、うすい土

器などいろいろな土器がありました。

字のほってある土器がありました。これにはぼくも、おどろきました。 「天」という字でした。

漢字は四世紀ごろに日本に伝わった事は社会で教わったけど、こんな古い時代の字を見るのは、

はじめてだからおどろきました。

ー諸に洗っていた人も、先生もおどろきました。ぼくは、この印象ある発くつ作業を忘れる事

のできない恩い出にしたいと思います。
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図 版







PL. 2. 遺跡近景

発掘調査前 の 状 況

発 掘 調 査風 景



PL. 3. 遺構全景

遺構東 側

遺構西側



PL. 4. 第 号堅穴住居址(1)

遺構全 景

遺構内 士 層



PL. 5. 第 号堅穴住居址 (2)

カマ ド

遺物出土状況



PL. 6. 第 1 号住居址(3) 出土遺物
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PL. 7. 第 1 号堅穴住居址(4) 出土遺物
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PL. 8. 第 2 号掘立建物址

遺構全 景

26P 状況 27P 状況



PL. 9. 第 2 号掘立建物址出土遺物
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PL. 10. 第 3 号掘立建物址出土遺物



PL. 11. 第 4 号掘立建物址

遺構全 景
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PL. 12. 第 5 号掘立建物址

遺構全景

墨書土器出 土 状 況



PL. 13. 第 5 号掘立建物址出土遺物
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墨書土器
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甕型土器

No. 41 
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PL. 14. 第 6 号掘立建物址

遺構全 景

第 6 号 掘 立建 物址 出土遺物



PL. 15. 第 7 号掘立建物址

遺構全 景

柱穴土層断面 (78P)



PL. 16. 第 8 号掘立建物址

遺構全 景

PL. 17. 第 9 号掘立建物址
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遺構全景



PL. 18. 第 1 号溝

遺構全 景

第 1 号溝土層



PL. 19. 第 3 号溝出土遺物



PL. 20. 第 2 号溝
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北方より中央土層ベルトまで



PL. 21. 第 号土拡

遺構全景

PL. 23. 第 3 号土拡

遺構 全 景

PL. 22第 2 号土拡

遺物全景

PL. 24. 第 4 号土拡

遺構全景



PL. 26. 第 6 号

土拡遺構全景

PL. 28. 第 8 号 (1)

土拡出土甕

（出土甕南方上方より）

PL. 25. 第 5 号

土拡遺構全景

PL. 27. 第 7 号

土拡遺構全景



PL. 29. 第 8 号土拡(2)

第8号土拡出土甕（南方正面より）

PL. 30. 第 8 号土拡出土遺物



PL. 31. その他の出土遺物
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